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第８号（２０１０年）の情報処理センター年報の発行にあたり、ご挨拶させていただきます。

本学の情報処理センターは、土樋キャンパス、多賀城キャンパス、泉キャンパスの３つに配置され、それぞれのキャ

ンパスに所属する学部学科の基礎的な情報教育などに利用されています。この３つのキャンパスの情報処理センター

のシステムは、平成２１年４月に同時に更新されました。情報処理センターのシステムの設計目標、システム構成、機

能概要などについては、第７号で詳しく説明させていただきました。その最大の特徴は、「学生・教員に情報処理セン

ターは何ができるか、この情報処理センターは学生・教員の教育・研究環境である」ことを、すべての機能、運用体

制、操作手順などについて、多くの時間をかけて検討しながら最終システムを設計しました。さらに、導入企業が決

まった以降も、その企業とすべての機能について本当に詳細な部分まで、評価・検討しながらシステムを構築してき

ました。その間、何度も困難な問題が発生しましたが、「使ってもらえるシステムを構築したい」という担当職員と導

入企業の技術者の気持ちが一つとなったことで、解決することができました。さらに、システム設計時には、現在の

ように「クラウド化」という言葉を日常に聞くことができませんでしたが、その当時、確証技術となりつつあった端

末の仮想化であるシンクライアント技術を、勇気をもって採用することにしました。特に、泉情報処理センターでは

４００台を超える端末をネットブート方式のシンクライアント端末を実現しました。

今回の第８号では、内容をさらに充実させることを目的に、実際に情報処理センターで講義を実施している先生方

に、具体的な利用内容などについて執筆していただきました。さらに、各情報処理センターでの利用状況を把握する

ため統計項目を再検討し、共通の統計情報を求めることにしました。その結果の一部も記載させていただきます。

本学において、情報処理センターで講義を実施する先生方が多くなってきています。この傾向は今後も続くことが

予想されます。今年度、時間割を組むことが困難になり、その結果、集中講義へと変更になった講義が複数でてしま

いました。さらに、講義以外に情報処理センターを活用する学生も年々増加してきています。このような現実を考え

ると、今後の情報処理センターの将来像を早急に検討しなければならないと強く感じています。それは、学生や教員

の教育・研究環境のみでなく、最近の「クラウド化」などの高度なICT技術を採用したコンピュータシステムの構成・

構築方式なども積極的に採用しなければいけないと考えています。今回の第８号で、新システムで実践した本学情報

処理センターのクラウド化への試みについて述べさせていただきました。

今後も変わらないご協力、ご指導のほど、よろしくお願い申し上げます。

平成２２年７月

1．巻頭言

巻頭言
東北学院大学情報処理センター

センター長　松澤　　茂
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1．はじめに

本学情報処理センターでは、２００９（平成２１）年４月よ

り新システムでの運用を開始している。新システムの導

入にあたっては、「利用者のために情報処理センターは何

ができるか」を最大の設計目標として構築を行った。さ

らに、システムのクラウド化などの最先端の技術を取入

れることで、教育研究環境が質的に向上することが期待

できるのであれば、積極的に導入することとした。特に

本学のように複数のキャンパスが地理的に離れて設置さ

れている場合などには、教育研究システムのクラウド化

を導入することは非常に魅力と考えている。

本稿では、新システムの設計・構築にあたっての基本

的な考えと、基本案を実現した機能や実現方式などにつ

いて述べる。この実現には、積極的にクラウド化の最先

端技術を採用した。さらに、本格的な教育研究システム

のクラウド化に対する本学の将来像などについても考察

を加えることにする。

2．新システムにおける新ICT技術の取組み

新たなICT技術として、SaaS、PaaS、IaaSなどに代表

される、いわゆるクラウド化が提唱されている。クラウ

ド化の新しい技術を導入するには、時間をかけた慎重な

検証が必要であると考えている。

本学の情報処理センターシステムは、教員および学生

に対し、教育研究に必要なICT環境を提供することが責

務である。そのため、情報処理センターシステムは、常

に安定した環境・サービスの継続的な維持・提供するこ

とが必要である。この点からも、新しい技術への取組み

は、細心の注意を払いつつ、検討・検証しながら、確証

を得た上で採用しなければいけないと強く考えている。

今回の新システム導入検討時点では（２００８年頃）、教育

研究分野での適用事例はほとんどなく、十分な実績を得

ている状況でなかったため、情報処理センターの使命で

ある安定した教育研究環境・サービスの提供という点か

ら採用には大きな懸念があった。

そこで、新システムでは、クラウド化技術については、

様々な情報収集、技術評価・検討を行いながら、その結

果安定したICT環境を提供し得ると判断できたクラウド

化技術を採用することにした。このことは、情報処理セ

ンターシステムの最終的なクラウド化へ向けた重要な

ファーストステップとなると考えている。

一方、このクラウド化を利用者の観点から考えると、

「同じサービスを利用できる」、「いつでも」、「どこでで

も」と考えることもできる。つまり、本学における学生・

教員はどこのキャンパスの情報処理センターを利用して

も、同じサービスを受けることができるサービスの共通

化であると考えられる。

2．1　サービスの共通化

新システムでは、利用者の利用環境を統一するために、

各種のシステム環境の共通化を図ることにした。このこ

とにより、利用者はどこの情報処理センターでも同じ利

用手順でシステムを利用することが可能となった。

2．寄　稿

東北学院大学情報処理センターにおける

クラウド化への試み

教養学部情報科学科・教授　　　
情報処理センター長　松澤　　茂
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（１）利用者認証情報の一元化

各情報処理センターでは、各キャンパス所属学部の

利用者認証情報を個別のActiveDirectoryで管理して

いる。また、各利用者のデータは、利用者認証情報を

管理するための各情報処理センターのファイルサーバ

に格納されている。この各情報処理センターの

ActiveDirectoryを相互に信頼関係を結ぶことで、全て

の情報処理センターで、一意の利用者ＩＤおよびパス

ワードでログオンすることにより、利用者データにア

クセスすることができるようになった。

認証情報となるパスワードの設定作業についても、

認証情報を管理している情報処理センターと利用する

情報処理センターが異なっていても、統一の利用手順

で実施することが可能になった。さらに、パスワード

の紛失時の再発行作業は、学生証を用いた統一の操作

手順で利用者自身が容易に実施することができるよう

になった。従来のシステムでは、パスワードを忘れた

場合の処理は、情報処理センター職員が行っていた。

本サービスは利用者の利便性の向上以上に、職員の作

業を大幅に削減することができたと考えている。

（２）アプリケーションソフトウェアの共通化

学生は、受講する講義によりキャンパス間を移動す

る場合がある。特に、文学部・経済学部・経営学部・

法学部の学生は、土樋情報処理センターと泉情報処理

センターの両センターでシステムを利用することが必

須となっている。これらの学生にとっては、利用する

情報処理センターごとにシステム環境が異なること

は、教育運営上問題となる。この課題を解消するため

に、利用頻度の高いアプリケーションソフトウェアに

ついては、製品のバージョンも含め統一することにし

た。

（３）端末ログオンインタフェースの統一

新システムのように、ActiveDirectoryを用いた利用

者認証情報の一元化については、端末のログオンの際

に、各利用者の所属ドメイン（情報処理センター）を

指定する必要がある。そこで、どこの情報処理センター

からでも、ユーザーID、パスワードのみでログオンで

きるインタフェースを開発し、図１に示すような端末

ログオン画面を採用することにした。

図１　端末ログオン画面

（４）利用者データの一元化（ファイルシステムの仮想化）

各利用者のデータは、基本的には利用者が所属して

いる各キャンパスの情報処理センターのファイルサー

バに格納されている。利用者が複数のキャンパスの情

報処理センターを利用する場合、利用する情報処理セ

ンターと所属する情報処理センター（ファイルが保存

されている）を常に意識しなければならないことは、

利用者にとって操作ミスやトラブルを起こす要因とな

ることが考えられる。そこで、新システムでは、図２

に示すように、どの情報処理センターからもデータの

格納場所を意識することなく利用できるようにするた

めに、ファイルサーバの存在を仮想化することにした。

このことにより、利用者は、どの情報処理センターか

らでも、常に同じ手順で確実に自身のデータにアクセ

スすることができるようになった。

図２　ファイルシステムの仮想化
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2．2　端末の仮想化

教員にとっては、講義を円滑に進行するには、学生に

同じ環境が提供されていなければならないことは当然で

ある。特に、基本ソフトウェアやアプリケーションソフ

トウェアのアップデートがあった場合には、全ての端末

で更新・修正、及び評価を敏速に行う必要があり、その

作業負担（時間も含めた）は非常に大きいものであった。

そこで、新システムでは、それらの作業負担を削減する

ことを目的として、クラウド化技術の一つの要素である

端末の仮想化技術を採用することにした。

端末の仮想化技術としては、複数の方式が存在するが、

アプリケーションソフトウェアとの親和性がより高く、

動作検証の確実性の観点から、ネットブート型シンクラ

イアント方式を採用することにした。

３キャンパスの情報処理センターの教室のすべての端

末において、ネットブート型シンクライアント方式によ

る端末仮想化を採用し、合計で７００台を超える規模となっ

ている。この規模のシステムは、東北地区の大学教育研

究システムでは最大規模、全国でも有数の規模であると

思われる。

ネットブート型シンクライアント方式の実現には、基本的に

はSMA（NEC System Management for Advanced 

Netboot）を導入した。このSMAのスケジュール機能に

より、深夜などの利用時間外を使って、基本ソフトウェ

アやウィルスワクチンソフトの定義ファイルを常に最新

の状態に更新することができ、管理負担の軽減と同時に、

端末セキュリティの強化も図っている。図３に４００台以上

の端末を仮想化している泉情報処理センターにおける

ネットブート端末システムの概念図を示す。

図３　泉情報処理センターにおけるネットブート端末システム概念図

2．3　アプリケーションソフトウェアの仮想化

従来のアプリケーションソフトウェア管理では、実際

に利用される機会が少なくても必要時に利用できるよう

にするために、全ての端末のライセンス購入が必要で

あった。そこで、必要な時に必要としているアプリケー

ションソフトウェアを利用可能とするために、アプリ

ケーションソフトウェアの仮想化を実現した。この機能

は、アプリケーションソフトウェアを端末にインストー

ルすることなく、実利用時にネットワーク上から配信さ

れることにより、ライセンス管理（同時利用数）を行え

ることが最大の利点である。この機能の実現により、ラ

イセンス購入を実利用数分に限定することができ、購入

コストを大幅に削減することができる。また、端末の基

本ソフトウェアやアプリケーションソフトウェア環境を

変更することなく準備ができるため、作業時間の削減に

も大きく貢献しているといえる。さらに、端末側の環境

の更新が必要ないことから、アプリケーションソフト

ウェアの準備から動作確認までに要する時間が、従来型

の提供方法に比べ短時間で済むため、教員・学生に対し

ても最適なバージョンを迅速に提供することが可能と

なった。

このアプリケーションソフトウェアの仮想化の実現に

は、Microsoft Application Virtualization（App-V：マイ

クロソフト社製）を採用することにした。

2．4　ｅ－ラーニングシステムの導入

本学におけるｅ－ラーニングシステムの効果や運用上

の問題点などの基本的な情報を収集することを目的とし

て、本格的な機能が装備されているｅ－ラーニングシス

テムを導入することにした。このような目的なので、最

大８０名程度の同時ログオンに対応できる小規模システム

として図４に示すような i-Collabo.LMS（日本電気社製）

を導入した。

現在、本システムは複数の講義で利用されている。今

後は、現在講義担当の教員やこのシステムで講義を受け

ている学生などから意見を伺いながら、本学での本格的

なｅ－ラーニングシステムの導入を検討したいと考えて

いる。
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図４　i-Collabo.LMSの実行画面

3．情報処理センターのクラウド化への課題

本学の情報処理センターの教育・研究環境の将来の機

能については、今後時間をかけながら検討していきたい

と考えているが、その鍵となるのは、クラウド化技術の

採用だと思っている。そこで、情報処理センターの過去

のシステムから向かわなければならないと考えているシ

ステム構成について述べる。

（１）過去のシステム

・各情報処理センター個別システムおよび個別サービ

スの運用

・一部サービスの連携

（２）現在運用しているシステム：クラウド化第１段階

・各情報処理センターシステムの基本ソフトウェアや

アプリケーションソフトウェアなどの共有化

・利用者環境の統一を考慮したサービス共通化

・ｅ－ラーニングなどの新サービスの導入

（３）将来のシステム：本格的なクラウド化

・一元化されたシステムによるプライベートクラウド

システムの実現

・サーバ仮想化の採用

・利用者サービスの完全統一

さらに、ハイブリッドクラウドシステム化

・SaaSサービス等のパブリッククラウドの利用

・本学独自サービスの学内プライベートクラウドによ

る運用

情報処理センターの将来については、教育研究システ

ムと、パブリッククラウドを含めたクラウド化が必要と

考える。パブリッククラウドの利点として、つぎのこと

が考えられる。

（１）サービスの標準化：パブリッククラウドで提供さ

れるサービスは、標準化された機能であり、サイト独

自のサービスなどは難しくなる。

（２）柔軟なサービスの利用と短期間でのシステム構築：

サービス利用の閑散・繁忙の計画に応じたリソース配

分が行われる。サービスの標準化が図られているので、

短期間でのサービス開始が期待できる。

（３）従量制：サービス利用の費用は従量制が基本のた

め、サービスの利用頻度に応じて、利用するサービス

のリソース配分を変えることができる。

しかし、これらのパブリッククラウドを採用した場合、

「独自の教育サービスの提供」、「利用者認証情報や利用者

研究データのセキュリティ確保」、「サービス負荷集中時

の対応」、「費用の計画的計上」など、教育研究システム

に求められる機能と相反する面を持っていることも、慎

重に検討しなければならないと考えている。

このような多くの課題はあるが、経営的な面などから

システムのクラウド化は避けることのできないものであ

ると考える。また、教育環境におけるクラウド化への対

応やクラウド技術の進展などについて、注意深く情報を

収集していく必要があると考える。

4．むすび 

今回、東北学院大学の情報処理センターの新システム

を構築するにあたり、「利用者に情報処理センターは何が

できるか」を最重要項目として設計・構築を行ってきた。

さらに、大学の経営的な面から経費削減するためのシス

テム構成などについても、多くの時間を使って詳細に検

討した。また、安定的な教育・研究環境を維持管理する

ための作業工数や時間を削減する方式・手順についても

検討を加えた。ただし、経費や作業工程を削減すること

を優先させることによって、利用者に負担をかけるよう

な方式などは選択しないように細部の機能について配慮

した。つまり、学生や教員の立場を常に優先させた結果

である。

このような基本的な考えで設計・構築したシステムで



７

寄
　
　
　
　
　
　
　
稿

は、サービスの共通化、端末の仮想化、アプリケーショ

ンソフトウェアの仮想化、ファイルシステムの仮想化な

ど、利用者の利便性を優先させた多くの機能を実現する

ことができた。このことにより、利用者はどこのキャン

パスの情報処理センターからでも、基本的に同じサービ

スを受けることができるようになった。

今回のシステム構築では、設計・構築時点で安定的に

稼働することが実証されているクラウド化技術を積極的

に採用してきた。つまり、システム全体のクラウド化で

はなく、一部の機能のクラウド化を実現した。

今回採用したクラウド化技術や今後発展するクラウド

化技術などの情報を積極的に収集しながら、今後想定さ

れる東北学院大学としてのプライベートクラウド化やパ

ブリッククラウド化の設計に取組みたいと考えている。

最後に、今後も新しい技術を求めながら「日本一」、

「世界一」の利用者のための教育・研究を支援するシス

テムを構築していきたいと考えている。

参考：１ITmediaエンタープライズ　「東北でいちばん”学生に優しい”情報処理センターを見てきた－東北学院大」　２００９年１１月１４日　
http://www.itmedia.co.jp/enterprise/articles/０９１１/１４/news００２.html/

　　　２日経コンピュータ　「東北学院大学　シンクライアント導入で遠隔教育の実現へ」　２００９年１０月２８日号
　　　３日刊工業新聞　「NEC、東北学院大学に大規模シンクライアントシステムを納入」　２００９年９月２４日
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3．情報処理センターのシステム紹介

3．1　沿革

情報処理センターに関わる時事分類月元号西暦

・土樋キャンパス（６７年館５階・現５号館５階）に「FACOM ２３０-１０（富士通
（株））」、工学部（多賀城キャンパス）に「HITAC-１０（（株）日立製作所）」導入。導入２月昭和４６年１９７１年

・工学部（多賀城キャンパス）に「PANAFACOM U４００（富士通（株））」導入。導入１２月昭和５１年１９７６年

・工学部（多賀城キャンパス）に「計算センター棟」完成（現３号館）。組織３月昭和５４年１９７９年

・工学部（多賀城キャンパス計算センター棟・現３号館１階）に「FACOM 
M１４０F（富士通（株））」導入。導入１０月昭和５４年１９７９年

・土樋キャンパス（７８年館４階・現１号館４階）に「FACOM V８３０（富士通（株））」
導入。導入９月昭和５５年１９８０年

・「東北学院情報処理センター」設立（学校法人東北学院傘下）。組織４月昭和５６年１９８１年

・「東北学院情報処理センター規程」制定。規程４月昭和５６年１９８１年

・初代センター長に経済学部の佐藤謙三教授〔任期：昭和５６（1981）年４月1日～
平成２（1990）年５月３1日。在任期間：３期〕が就任。人事４月昭和５６年１９８１年

・情報処理センター主任（土樋キャンパス）に経済学部の大森國利教授〔任期：昭
和56（1981）年４月1日～昭和6３（1988）年３月３1日。在任期間：３期半〕が就任。人事４月昭和５６年１９８１年

・情報処理センター主任（多賀城キャンパス）に工学部の内田寿一教授〔任期：昭
和56（1981）年４月1日～昭和6３（1988）年３月３1日。在任期間：3期〕が就任。人事４月昭和５６年１９８１年

・工学部（多賀城キャンパス計算センター棟・現３号館１階）に「FACOM 
M150F（富士通（株））」導入導入４月昭和５７年１９８２年

・土樋キャンパス事務処理部門（７８年館４階・現１号館４階）に「FACOM 
M1４0F（富士通（株））」導入。導入９月昭和５７年１９８２年

・土樋キャンパス（６７年館地下１階・現５号館地下１階）に「FACOM M1４0F（富
士通（株））」を移動。導入９月昭和５９年１９８４年

・工学部（多賀城キャンパス計算センター棟・現３号館１階）に「FACOM 
M３４0S（富士通（株））」導入、土樋キャンパス事務処理部門（78年館4階・現1号館
4階）に「FACOM M150F（富士通（株））」導入。

導入１０月昭和５９年１９８４年

・工学部（多賀城キャンパス計算センター棟）に「FACOM M３４０U（富士通
（株））」導入。導入４月昭和６２年１９８７年

・泉キャンパス開学に伴い、泉キャンパス情報処理センター（５号館３階）が新
設。組織４月昭和６３年１９８８年

・「東北学院情報処理センター規程」改定。各主任名が情報処理センター主任（土
樋構内）から（土樋キャンパス）、情報処理センター主任（多賀城構内）から（多
賀城キャンパス）へ変更。

規程４月昭和６３年１９８８年

・泉キャンパス（５号館３階）に「VAX８７００（Digital Equipment Corporation。以
下日本DEC（株））」導入。導入４月昭和６３年１９８８年

・土樋キャンパス情報処理センター主任に経済学部の大森國利教授〔任期：昭和
6３（1988）年４月1日～平成2（1990）年5月３1日。在任期間：1期〕が就任。人事４月昭和６３年１９８８年

・多賀城キャンパス情報処理センター主任に工学部の内田寿一教授〔任期：昭和
6３（1988）年４月1日～平成元（1989）年３年３1日。在任期間：半期〕が就任。人事４月昭和６３年１９８８年

・泉キャンパス情報処理センター主任に教養学部の渡部敏教授〔任期：昭和6３
（1988）年４月1日～平成２（1990）年5月３1日。在任期間：1期〕が就任。人事４月昭和６３年１９８８年

・泉キャンパスに教養学部（教養学科人間科学専攻・言語科学専攻・情報科学専
攻）を開設組織４月平成元年１９８９年
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情報処理センターに関わる時事分類月元号西暦

・土樋キャンパス（６７年館地下１階・現５号館地下１階）に「MICRO VAX３４００
（日本DEC（株））」導入。導入４月平成元年１９８９年

・多賀城キャンパス情報処理センター主任に工学部の越後宏教授〔任期：平成元
（１９８９）年４月１日～平成２（１９９０）年５月３１日。在任期間：半期〕が就任。人事４月平成元年１９８９年

・工学部（多賀城キャンパス計算センター棟・現３号館１階）に「VAX６３２０（日本
DEC（株））」、「FPS-MODEL５００（FPS）」導入。導入７月平成元年１９８９年

・「東北学院情報処理センター」（学校法人東北学院）を教育研究部門と事務部門
とに分離し、教育研究部門は、大学の研究所組織の系列に位置づけ「東北学院
大学情報処理センター」（３キャンパス情報処理センター）と改称する。事務処
理部門は「計算センター事務室」（土樋キャンパス）と称し、学校法人東北学院
傘下の法人本部に置く。

組織６月平成２年１９９０年

・「東北学院大学情報処理センター規程」制定。規程６月平成２年１９９０年

・計算センター事務室（土樋キャンパス７８年館４階・現１号館４階）に
「FACOM M７３０/６A（富士通（株））」導入。導入９月平成２年１９９０年

・初代「東北学院大学情報処理センター所長」として経済学部の佐藤謙三教授
〔任期：平成２（１９９０）年６月１日～平成４（１９９２）年３月３１日。在任期間：１期〕
が就任。

人事６月平成２年１９９０年

・土樋キャンパス情報処理センター主任に経済学部の大森國利教授〔任期：平成
２（１９９０）年６月１日～平成３（１９９１）年３月３１日。在任期間：１期半〕が就任。人事６月平成２年１９９０年

・多賀城キャンパス情報処理センター主任に工学部の越後宏教授〔任期：平成２
（１９９０）年６月１日～平成７（１９９５）年３月３１日。在任期間：２期半〕が就任。人事６月平成２年１９９０年

・泉キャンパス情報処理センター主任に教養学部の渡部敏〔任期：平成２（１９９０）
年６月１日～平成９（１９９７）年３月３１日。在任期間：３期半〕が就任。人事６月平成２年１９９０年

・泉キャンパス（５号館３階）に「VAX８８００（日本DEC（株））」導入。導入４月平成３年１９９１年

・土樋キャンパス情報処理センター主任に経済学部の山崎和郎教授〔任期：平成
３（１９９１）年４月１日～平成７（１９９５）年３月３１日。在任期間：２期〕が就任。人事４月平成３年１９９１年

・工学部（多賀城キャンパス計算センター棟・３号館１階）に「VAX６５１０（日本
DEC（株））」導入。導入４月平成４年１９９２年

・第２代「東北学院大学情報処理センター所長」に工学部の内田寿一教授〔任期：平
成４（１９９２）年４月１日～平成１１（１９９９）年３月３１日。在任期間：３期半〕が就任。人事４月平成４年１９９２年

・工学部（多賀城キャンパス）２号館竣工に伴い、同号館３階に「情報処理演習
室」開設。「計算センター棟（３号館）」とともに併用開始。組織６月平成５年１９９３年

・計算センタ一事務室（土樋キャンパス７８年館・現１号館４階）に「FACOM 
M１４００/５（富士通（株））」導入。導入９月平成５年１９９３年

・泉キャンパス（５号館３階）に「VAX７６１０（日本DEC（株））」導入。導入８月平成６年１９９４年

・土樋キャンパス情報処理センター主任に経済学部の斎藤晋一教授〔任期：平成
７（１９９５）年４月１日～平成９（１９９７）年３月３１日。在任期間：１期〕が就任。人事４月平成７年１９９５年

・多賀城キャンパス情報処理センター主任に工学部の佐藤稔教授〔任期：平成７
（１９９５）年４月１日～平成１３（２００１）年３月３１日。在任期間：３期〕が就任。人事４月平成７年１９９５年

・多賀城キャンパス（計算センター棟・現３号館１階）に「VAX８２００（日本DEC
（株））」導入。導入７月平成７年１９９５年

・泉キャンパス（５号館３階）に「RS/６０００ Power Server（日本IBM（株））」導入。導入４月平成８年１９９６年

・土樋キャンパス情報処理センター主任に経済学部の舛谷謙二助教授〔任期：平
成９（１９９７）年４月１日～平成１３（２００１）年３月３１日。在任期間：２期〕が就任。人事４月平成９年１９９７年

・泉キャンパス情報処理センター主任に教養学部の松澤茂助教授〔任期：平成９
（１９９７）年４月１日～平成１６（２００４）年３月３１日。在任期間：３期半〕が就任。人事４月平成９年１９９７年
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情報処理センターに関わる時事分類月元号西暦

・第３代「東北学院大学情報処理センター所長」に経済学部の大森國利教授〔任
期：平成１１（１９９９）年４月１日～平成１３（２００１）年３月３１日。在任期間：１期〕が
就任。

人事４月平成１１年１９９９年

・土樋キャンパス８号館竣工に伴い、土樋キャンパス情報処理センターが土樋
キャンパス（５号館地下１階）より土樋キャンパス（８号館１階）に移転。組織９月平成１２年２０００年

・土樋キャンパス（８号館１階）に「DS２０E（日本HP（株））」導入。導入１０月平成１２年２０００年

・東北学院新世紀ネットワーク完成（東北学院総合ネットワーク）。キャンパス
間１３５Mbps、TOPIC間４４Mbps、ODN間３MbpsのATM専用線敷設により通
信の高速化を実現。

組織１０月平成１３年２００１年

・泉キャンパス（５号館３階）に「Express５８００（日本電気（株））」導入。導入４月平成１３年２００１年

・第４代「東北学院大学情報処理センター所長」に工学部の越後宏教授〔任期：平
成１３（２００１）年４月１日～平成１５（２００３）年３月３１日。在任期間：１期〕が就任。人事４月平成１３年２００１年

・土樋キャンパス情報処理センター主任に法学部の高木龍一郎教授〔任期：平成
１３（２００１）年４月１日～平成１６（２００４）年３月３１日。在任期間：１期半〕が就任。人事４月平成１３年２００１年

・多賀城キャンパス情報処理センター主任に工学部の佐藤彰教授〔任期：平成１３
（２００１）年４月１日～平成１６（２００４）年３月３１日。在任期間：２期半〕が就任。人事４月平成１３年２００１年

・第５代「東北学院大学情報処理センター所長」に教養学部の松澤茂教授〔任期：
平成１５（２００３）年４月１日～平成１６（２００４）年３月３１日。在任期間：半期〕が就任。人事４月平成１５年２００３年

・大学教学部門組織改編に伴い、新たに大学に「情報システム部」が新設。情報シ
ステム部長と情報処理センター長は兼務。組織４月平成１６年２００４年

・「東北学院大学情報処理センター規程」改正により、各情報処理センター正式
名称はそれぞれ「東北学院大学土樋情報処理センター」、「東北学院大学多賀城
情報処理センター」、「東北学院大学泉情報処理センター」と変更となった。

規程４月平成１６年２００４年

・３キャンパス情報処理センターシステム入替を同時期に実施し、統一認証基
盤が確立。導入４月平成１６年２００４年

・土樋キャンパス（８号館１階）に「ES８０（日本HP（株））」導入。導入４月平成１６年２００４年

・多賀城キャンパス（２号館３階・３号館１階）に「GS１２８０（日本HP（株））」導入。導入４月平成１６年２００４年

・泉キャンパス（５号館３階）に「Express５８００（日本電気（株））」導入。導入４月平成１６年２００４年

・初代情報システム部長および第６代「東北学院大学情報処理センター長」に法
学部の高木龍一郎教授〔任期：平成１６（２００４）年４月１日～平成２０（２００８）年３月
３１日。在任期間：２期〕が就任。

人事４月平成１６年２００４年

・土樋情報処理センター主任に法学部の高木龍一郎教授〔任期：平成１６（２００４）年
４月１日～平成２０（２００８）年３月３１日。在任期間：２期〕が就任。人事４月平成１６年２００４年

・多賀城情報処理センター主任に工学部の佐藤彰教授〔任期：平成１６（２００４）年４
月１日～平成１８（２００６）年３月３１日。在任期間：１期〕が就任。人事４月平成１６年２００４年

・泉情報処理センター主任に教養学部の松澤茂教授〔任期：平成１６（２００４）年４月
１日～平成２４（２０１２）年３月３１日。在任中〕が就任。人事４月平成１６年２００４年

・多賀城情報処理センター主任に工学部の岩本正敏助教授〔任期：平成１８（２００４）
年４月１日～平成２０（２００８）年３月３１日。在任期間：２期〕が就任。人事４月平成１８年２００６年

・情報システム部長および第７代「東北学院大学情報処理センター長」に教養学
部の松澤茂教授〔任期：平成２０（２００８）年４月１日～平成２４（２０１２）年３月３１日。
在任中〕が就任。

人事４月平成２０年２００８年

・土樋情報処理センター主任に文学部の那須川訓也教授〔任期：平成２０（２００８）年
４月１日～平成２２（２０１０）年３月３１日。在任期間：１期〕が就任。人事４月平成２０年２００８年

・多賀城情報処理センター主任に工学部の李相勲准教授〔任期：平成２０（２００８）年
４月１日～平成２２（２０１０）年３月３１日。在任期間：１期〕が就任。人事４月平成２０年２００８年
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情報処理センターに関わる時事分類月元号西暦

・３キャンパス情報処理センターシステム入替を同時期に実施。導入４月平成２１年２００９年

・土樋キャンパス（８号館１階）に（株）日立製作所製のブレードサーバ
「BladeSymphonyBS３２０」と ネ ッ ト ワ ー ク フ ァ イ ル サ ー バ
「HtachiEssentialNASPlatform」とストレージ「HitachiAMS２３００」を中核とす
るシンクライアントシステム導入。

導入４月平成２１年２００９年

・泉キャンパス（５号館３階）に日本電気（株）製のIAサーバ「Express５８００」とス
トレージ「iStorageNV７４００」を中核とするシンクライアントシステム導入。導入４月平成２１年２００９年

・多賀城キャンパス（２号館３階・３号館１階）に日本電気（株）製のIAサーバ
「Express５８００」とストレージ「iSotrageNV７４００」を中核とするシンクライア
ントシステム導入。

導入４月平成２１年２００９年

・土樋情報処理センター主任に文学部の佐藤義則教授〔任期：平成２２（２０１０）年４
月１日～平成２４（２０１２）年３月３１日。在任中〕が就任。人事４月平成２２年２０１０年

・多賀城情報処理センター主任に工学部の宮下博理准教授〔任期：平成２２（２０１０）
年４月１日～平成２４（２０１２）年３月３１日。在任中〕が就任。人事４月平成２２年２０１０年
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3．2　情報処理センターのシステムについて

東北学院大学は、土樋キャンパス、泉キャンパス、多賀城キャンパスの３つのキャンパスで構成されています。それ

ぞれのキャンパスには、学生の教育や教員の研究を支援するための情報処理センターが設置されています。これら３つ

の情報処理センターのコンピュータシステムは各キャンパスに所属する学部・学科の教育と研究を支援することを目的

にシステムを構築し運用してきました。つぎに、３つのキャンパスの情報処理センターのシステムについて紹介します。

東北学院大学の情報処理センターの構成

泉情報処理センター

ネットワークシステム

文学部　（1，2年生）
経済学部（1，2年生）
経営学部（1，2年生）
法学部　（1，2年生）
教養学部（1，2，3，4年生）
大学院

土樋情報処理センター
文学部　（3，4年生）
経済学部（3，4年生）
経営学部（3，4年生）
法学部　（3，4年生）
夜間主コース（全学年）
大学院

多賀城情報処理センター

工学部（1，2，3，4年生）
大学院
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3．3　土樋情報処理センターのシステム紹介

土樋情報処理センターでは、主に文学部・経済学部・経営学部・法学部（昼間主コース）の３・４ 年生と夜間主コー

ス全学年を対象とし、５つの教室に設置されたパソコンを利用して、情報リテラシー教育や、各種アプリケーションの

操作実習、外国語教育等を支援しています。

２００９年４月に導入した「土樋情報処理センターシステム２００９」（以下、新システム）では、多様な情報を扱うことが容

易で多人数教育に対応できる良質で高度なコンピュータ環境に加え、東北学院総合ネットワークを経由してキャンパス

内外からのセンター利用にも耐えうるシステム環境を構築することにより、学生・教職員にとって利便性の高い、より

良いサービスが提供できるシステム環境を実現しています（図１）。

図１　土樋情報処理センターシステム２００９サービス概要図

（１）ハードウェア構成

新システムのシステム概要図を図２に示します。

新システムは、日立製作所製のブレードサーバ「BladeSymphony BS３２０」とネットワークファイルサーバ「Hitachi 

Essential NAS Platform」、ストレージ「Hitachi AMS２３００」を中核とし、５つの教室に設置されたクライアント端末

やプリンタ、それらを結ぶネットワークから構成されています。

また基幹となるサーバは冗長構成を組み、各教室のクライアント端末とサーバ間は最低１Gbpsの高速伝送路を確保

しているため、アクセス集中時にもストレスなく、信頼性の高い安定したシステム環境を実現しています。
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土
樋図２　土樋情報処理センターシステム２００９システム概要図

（２）ソフトウェア構成

新システムの各教室内設置の端末から利用可能なソフトウェアを表1に示します。

旧システムで稼働していた端末のOS（オペレーティングシステム）環境はMicrosoft社のWindows XPを利用してお

りましたが、新システムでは、導入当時最新OS（オペレーティングシステム）である同社Windows Vistaを採用して

います。これにあわせて各種アプリケーションも安定動作している最新バージョンを導入しました。

表１　土樋情報処理センターシステム２００９端末ソフトウェア
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（３）ホームページ

URL　　http://www.tscc.tohoku-gakuin.ac.jp/
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3．4　多賀城情報処理センターのシステム紹介

多賀城情報処理センターでは平成２１年４月にシステム更新が実施され、「多賀城情報処理センターシステム２００９」とし

て新システムが稼動しています。

本システムは、次の３つのシステムで構成されており、多賀城キャンパスの情報教育、研究に寄与することを目的と

して、利用者の利便性、教育効果、研究活動支援に考慮したシステムとなっています。

１．教育用システム

工学部各学科の教育方針を網羅し、各学科の情報教育に寄与するため、基礎教育から応用教育までをカバーし、

学部１年生から研究科大学院生まで、幅広い利用者によって活用できるシステムです。

２．研究用システム

主に工学部各学科４年生の卒業研究、大学院生の専門的な研究及び教員のより専門的な研究に活用できる、高

速な処理能力と利便性を兼ね備え、高度なプログラム処理や解析処理を実現するシステムです。

３．多賀城キャンパスネットワークサービスシステム

キャンパス内のネットワークサービス（ホームページのホスティングサービスやプロキシサービス等）を、高

速かつ高い安定性を堅持して提供するシステムです。

（１）ハードウェア構成
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（２）ソフトウェア構成

（３）ホームページ

URL　　http://www.tjcc.tohoku-gakuin.ac.jp/

第１演習室・第２演習室・第３演習室

WindowsOS（Thin Client System）コンピュータ種別

Windows VistaOS

（フリーソフトウェア）
OpenOffice
Cygwin
eclipse
Java SDK(J2SE)
CASL2シミュレータ
CASL2000
Xming
Jw_CAD
PICkit2
MPLAN Tools
HI-TEECH C
blender
Adobe　Adobe Reader
Windows Media Player
Quick Time
PRIMO PDF
Lhaz
TeraPad
NoEditor
サクラエディタ
TeraTerm
WinSCP
FFFTP
Silverlight
Adobe Air
Adobe Flash Player
Adobe Shockwave Player
SVG Viewer
VB6ランタイムライブラリ

Microsoft　Office2007 Enterprise Edition
（Word, Excel, PowerPoint, Publisher, One Note）
Microsoft　Visio Pro 2007
Microsoft　Visual Studio Pro 2008
VMware　Workstation 6
Autodesk　AutoCAD 2009
レゴ　マインドストーム　RoBOLAB
Wolfram Research　Mathematica
トレンドマイクロ　ウィルスバスターCorp. エディション
カーネルサポート　Ksプリント管理システム
（ライセンス数限定ソフトウェア）
ホクトシステム　FEM Leeg
MathWorks　MatLab
Adobe　Acrobat Professional
Adobe　Photoshop Elements
Adobe　Illstrator
Design Science　Math Type6.0
Rigaku　統合粉末X線解析ソフトウェア　PDXL
粉末X線回折データベース　ICDD-PDF2

ソフトウェア
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3．5　泉情報処理センターのシステム紹介

泉情報処理センターは、文学部・経済学部・経営学部・法学部・教養学部の情報処理入門教育と、教養学部と大学院

人間情報学研究科での専門的な教育を支援することを主な目的としています。特に１・２年生を対象とした情報処理入

門教育の支援を重視しています。そのため、独自のソフトウェア起動メニュー画面を設計・開発して採用するなど、初

心者の多い講義においても、円滑な講義が行われるように様々な配慮をしています。

平成２１年４月から稼働をはじめた「泉情報処理センターシステム２００９」は、初学者にとって扱いやすいシステムであ

るとともに、多様な授業、良質で高度な多人数教育に対応するコンピュータ環境を実現しています。

（１）ハードウェア構成
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（２）ソフトウェア構成

ソフトウェア名分　　　類

Windows Vista Enterprise基本ソフトウェア

Microsoft Office 2007 Enterprise（Word,Excel,PowerPoint,Access,Publisher）オフィス総合

OpenOffice 

一太郎日本語ワープロ

Adobe Acrobat  ProfessionalPDF作成・閲覧

Adobe Reader 

Visual Studio .NET Professional 2008プログラミング言語

Boland C++ 

Active Perl 

PHP 

十進BASIC 

OpenGL+GLUT 

Java SDK 

Java 3D API 1

CommonLISP 

SPSS base 統計解析

SPSSオプション（AdvancedModels、RegressionModels）※SPSSオプションは１０台限定

Adobe Photoshop Elements 画像編集

The Graphics（ペイント＆ドロー） 

Gimp 

Video Studio Plus 動画編集

IBM ホームページビルダーホームページ作成支援

Gold Fingerタイピング練習ソフト

TeraPad 日本語エディタ

k2editer 

FreeMindアイディアプロセッサー

Maxima（texmacsも含む） 数式処理

MySQL データベース

FileZilla ファイル転送

Tera Termリモート端末

Adobe Flash Player マルチメディア再生

Adobe AIR Player 

Quick Time 

Real Player 

DjVuビューア 
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（３）ホームページ

URL　　http://www.izcc.tohoku-gakuin.ac.jp/center/

JuGeMu Player 

Windows Media Player 

カシミール３D 地理情報システム

MANDARA 

地図太郎 

Lhaplus 圧縮・解凍

秀吉Dplus アンケート収集・分析

Korean Writer 言語

Chinese Writer 
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4．情報処理センターの利用事例

4．1　歴史学科における情報リテラシ関連科目とこれからの情報処理センター

1．はじめに

本学の情報処理センターは、汎用計算機が１９７１年に土樋、多賀城の両キャンパスに導入された１０年後の１９８１年に設

立された。それ以来、各キャンパスの情報処理センターは、教育・研究における情報処理の中枢的機能を担って来た。

また、現在では、情報処理教室におけるハードウェア、ソフトウェア両面での安定した端末利用環境の整備と提供だ

けでなく、教育、研究、事務処理全般のための安定したネットワーク利用環境の構築と維持の面でも、実質的に大き

な貢献を果たしている。

しかし、１９７０年代からこれまでの間に、情報処理および情報処理教育のあり方は根本的に異なるものへと進化して

しまっている。すなわち、１９７０年代に多くの大学で利用され始めた汎用計算機は、基本的に研究のための科学技術計

算や専門家（コンピュータ技術者）養成を目的とするものであったのに対し、１９８０年代におけるパーソナルコンピュー

タ（およびワークステーション）の利用拡大と大学や研究機関におけるインターネット接続の開始、さらには１９９０年

代半ば以降のインターネット利用の社会一般への急速な浸透によって、いまやコンピュータや「情報」の利用は決し

て一部の専門家ではなく、すべての人々に開かれたものとなったのである。最近のスマートフォンをはじめとする

WiFi接続機器の多様化や、映像、書籍、音楽の電子メディアによる流通の拡大等を見ると、コンピュータや「情報」

の利用は社会、文化そのものに深く根を下ろしつつあるようにさえ見受けられる。

こうした中で、情報処理教育の目的や内容が変化するのは必然のことと言えよう。専門家育成という限られた観点

を超えて、学生全般に対する情報活用能力養成の必要性が認識されるようになり、情報教育の対象は広く拡大される

こととなった。高等学校においては２００３年度から教科「情報」が設置され、また小中学校においても情報教育が実施

されているように、学びのために必須な知識やスキルの育成、あるいは社会人としての一定の条件を満たすための、

情報処理教育が強調されるようになっている。この結果、本学においても新入生の情報処理スキルのレベルは、総じ

て年を追うごとに高くなってきている。

大学においても情報処理教育は熱心に行われている。本学においてもその通りである。しかし、実際には、大学教

育においてどのように情報処理を位置付けるのか、そして情報処理センターが今後どのような役割を担うべきかにつ

いては、必ずしも方向性が定まっていないように思われる。本稿では、筆者が担当する歴史学科における情報リテラ

シ関連授業の概要を説明し、授業実践上での情報処理センター機能の有効性および課題を確認したうえで、コンピュー

タやネットワークの利用がより拡大するであろう今後の大学における教育・学習の情報基盤のあり方について検討し

たい。

2．歴史学科における情報リテラシ教育の現状

現在の歴史学科のカリキュラムでは、教養教育科目としての「コンピュータ科学」（１年次）と「コンピュータ演

習」（１年次）の２科目、専門教育科目としての「コンピュータ技術の基礎」（２年次）と「歴史研究とコンピュータ」

（３年次）の２科目の、計４科目（８単位）がいずれも選択科目として提供されている。

筆者はこのうちの専門教育科目の２科目を担当している。教養教育科目に加えて専門教育科目として科目を設置し

ている理由は、理念的には、“歴史学を主体的に学ぶ上で必要となる「情報リテラシ」の育成”という教育上の目標が

あげられよう。「情報リテラシ」という用語には実際には混乱がありさまざまに解釈され得るが、ここでは“情報が必

要なときを認識し、必要な情報の在り処をつきとめ、評価し、効果的に活用する一連の能力１”を指す。一方、より現

実的には、できるだけ多くの学生に就職に際して有利とされる（不利とならないように）情報処理スキル習得の機会

文学部歴史学科　　　　　
教授　佐藤　義則
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の提供という側面も無視できない。すなわち、教養教育科目の「コンピュータ科学」「コンピュータ演習」を前提と

し、より実践的なスキルの習得を目指すという方向性である。ただし、選択科目という位置づけから考えれば、いず

れの要素を重視すべきかについては必ずしも明確にはなっていないのが現状と言わざるを得ない。

授業進行上での最大の課題は、履修者の事前のスキル、関連知識が個人ごとに大きく異なることにある。高等学校

までの「情報」関連科目の履修が進んできたものの、学校ごとの取り組み方に差があるのではないかという印象があ

る。また、前述したように、年を追うにつれて基本的なスキル、知識を身に付けた学生が増加しているのは確かであ

るが、そうした学生もおしなべて、キーボード入力が不得手であるというのが特徴的である。

以上のような要素や状況を考慮したうえで、「コンピュータ技術の基礎」では一人一人の学生のレベルを把握しつつ、

「タイピング（ブラインド・タッチ）（２０分×６回）」「MS Wordを利用したレジュメの作成（表現の基本（フォント、

文字サイズ等）、図表・写真・グラフの処理（描画キャンパス、テキストボックス）、文書のレイアウト（段組、脚注

等））」「MS Excel（適切なグラフの選択と作成、関数の使い方（特に、文字列処理））」について、歴史学科の専門科

目に関連した素材を用意して指導を行っている。これは、情報リテラシの習得には、たんなる機能の説明や実習だけ

でなく、興味・関心を維持させるだけの文脈（コンテクスト）が不可欠であると考えられるからである。一方、「歴史

研究とコンピュータ」においては、現在は、「歴史GIS、シミュレーションといった歴史研究に関連した情報可視化技

術の現状（関連webサイト等の提示と解説）」「図書、雑誌、論文の発見および入手のためのデータベース検索手法

（例. 国立国会図書館、国立情報学研究所等の提供サービス）」「全文検索システムの仕組みとサービス内容（例．Google, 

NewYork Times, Internet Archive - Wayback Machine）」「学生各自の設定テーマごとの関連サイトの調査と発表

（PowerPointを活用したプレゼンテーション）」といった内容にしている。

以上の授業では、実習と学生による自発的取り組みが不可欠である。この点で、泉と土樋の情報処理センターの両

方で利用できるWingNetには、学生端末への教員の画面の一斉送信、各学生の画面のモニタリング、教材の共有、課

題やレポートの提出、出席管理等の機能があり、授業の実施にとても役立っている２。また、いずれの情報処理セン

ターのシステムにおいても、２００９年４月からシンクライアント方式が採用された結果、授業の進行を妨げる障害の発

生は以前と比べかなり少なくなった。現在担当している授業を円滑に進めるという点では、機能的には概ね満足でき

る状況にある。

3．教育、学習を支える情報基盤としてのサービス

現在の情報処理センターは、上記のような情報リテラシやICT技術そのものに重点を置いた教育や学習のためだけ

に利用されているだけではない。通常の教室では満たされない講義実施環境として、WingNetのようなソフトウェア

を通じた必要な資料の提示や教材の配布や、情報共有機能も利用されている。また、現在開発が進められている授業

履修システムへの接続や、就職活動のためのe-mailやブラウザの利用のためのコンピュータ利用環境を必要とする

ケースがますます増えていくことになるだろう。さらに、今後の書籍や論文のデジタル化の進展を受けて、学生が講

義関連でコンピュータやネットワークを利用する機会がさらに拡大するものと予想される。

現時点でも、教室数や端末数の制約が次第に重くなりつつある中で必要なのは、情報処理教室の提供という枠組み

にとらわれない、教育や学習での円滑な利用を総合的に支援できるサービスの提供であろう。物理的に制約される情

報処理センターという施設の維持を目的とするのではなく、すべての教室、キャンパスのあらゆる場所から、場合に

よっては自宅等からのネットワークを介したリモート・アクセスにおいても、基本的なアプリケーションソフトウェ

アの利用が行え、必要最低限のトラブル対応が受けられるようなサービス環境が構想されなければ、次第に学生や教

員のニーズにそぐわないものになっていくのではないだろうか。

また、こうした教育、学習を支える情報基盤としてのサービスを考えるにあたって重要なことは、サービスを提供

するための基本的な枠組みの構築と継続的な見直しのための体制の整備であろう。どんな目的のために何をどのよう

に整備するのか、誰がどのようにサービスを提供するのか、どうしたらサービスが適切に活用されるのか、予算や人
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員をはじめ限られた資源の中でより多くのことを実現させていくためにはどのような仕組みが必要なのか、といった

点に関する基本的枠組みを明確化し整備を進めることが、情報環境の高度化の時代においても大切な事柄であると考

えられるからである。

注・参考文献
１Association of College & Research Libraries. Information Literacy Competency Standards for Higher Education. 
http://www.ala.org/ala/mgrps/divs/acrl/standards/informationliteracycompetency.cfm
　（２０１０-０７-２２ 確認）
２ただし、システムにログインしている利用者の端末が、稀にWingNet側から認識できなくなってしまうことがあり、早急な改善が
必要である（２０１０-０７-２２ 現在）。
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4．2　経済学部の基礎情報教育

２０００年４月、経済学部経済学科はカリキュラムを改正し、専門科目の大胆な再編を行った。再編にあたっての“ウ

リ”の一つは、専門基礎教育として「総合演習Ⅰ」と「情報リテラシー」の２つの科目を１年次に配置したことにあっ

た。それは、大学における学びの基礎を教育するこれらの科目を、教養科目ではなく専門科目として開講するという

新しい試みであった。そして、それから１０年以上経過した現在も、これら２つの科目は経済学科の専門科目を支える「車

の両輪」として機能し続けている。ここでは、このような背景のもとで開講した「情報リテラシー」が、何を目指し、

どのような教育を学生たちに提供しているのかを紹介する。

1．大学における基礎的な情報教育とは何か

「情報リテラシー」が開講した２０００年―その当時の情報教育は、パソコンの操作や文書作成、表計算を、特定のアプ

リケーションを使用して教えるというのが主流だった。実際、どのテキストの目次にもほぼ同じような項目が並び、

そのテキストに掲載されている文書やグラフを作成するという実習が多くの大学の情報教育だった。しかし、インター

ネットの利用者数が急速に拡大し、一般家庭のパソコンもインターネットにつながるのが当たり前になりつつあるな

かで、そのようなアプリケーションの使い方の指導は、もはや大学における情報教育の範疇に入るとはいえなくなっ

た。そして、学生たちが社会に出て行く４年後を見据えた、一歩先をいく情報教育こそ必要ではないかと考えたので

ある。

大学における基礎的な情報教育とは何か。その結論が、「情報リテラシー」のテキストとして２０００年に刊行された『新・

情報リテラシーがはじまる！』１  およびこれをグレードアップした『情報リテラシーの扉をひらく！』２  に記されてい

る。『新・情報リテラシーがはじまる！』の「まえがき」の一部を引用しておこう。

私たちが考えたのは、コンピュータの基本的な操作は必要に応じて習得できるし、それで何

の不都合もないということでした。ヨリ大事なことは、得られた情報が正確なものであるのか、

欲しいと思うまさにその情報であるのかが判断できること、画面に現われた数値・データの意

味を的確に読み解くことができること、データを分析した結果をまとめることができて、最終

的に自分の考えとして説得力のあるプレゼンテーションができること、こうした能力を身につ

けることではないかと考えました。

「読む力」「書く力」「考える力」「表現する力」、これらをコンピュータという道具を活用して育成する、これがこれ

から必要とされる情報教育と考えたのである。

これはまさに「総合演習Ⅰ」の目標でもあった。受動的な教育から能動的な教育への転換を図るために、また社会

科学を学ぶ学生たちの基礎を築くために、これらの「力」の育成は重要であり、４年間の大学教育の成果もこれらの「力」

に大いに左右されるのはいうまでもない。本を読み、議論をし、文章を書き、自分の考えを発表することでこれらの「力」

を身につける「総合演習Ⅰ」と、情報を収集し、分析し、レポートにまとめ、発表するという作業をコンピュータを

活用して行うことでこれらの「力」を養う「情報リテラシー」が、「車の両輪」として機能することによって、より大

きな教育効果を得ることができる。２００９年度より「総合演習Ⅰ」は「総合演習」と科目名が変更されたが、基本的な方向性は

変わっていない。「総合演習」と「情報リテラシー」は、現在も相互に補完しあいながら経済学部の専門基礎教育を担っている。

経済学部経済学科　　　　　
教授　菊地　登志子

１ 菊地登志子、根市一志、半田正樹『新・情報リテラシーがはじまる！』共立出版、2000年12月．
２ 菊地登志子、根市一志、半田正樹『情報リテラシーの扉をひらく！』共立出版，2005年4月．
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2．「情報リテラシー」の講義内容

「読む力」「書く力」「考える力」「表現する力」、これらを育成するために、「情報リテラシー」の具体的な講義内容

が検討され、以下のような章を設けたテキストが作成された。

第０章　情報リテラシーとは

Ⅰ部　情報を活用するための準備

第１章　情報倫理

第２章　インターネットのセキュリティ

第３章　Web上のコミュニケーション

第４章　情報を収集する―図書、新聞記事、Web上の情報

第５章　ローカルな情報発信―レポートとプレゼンテーション

第６章　グローバルな情報発信―ホームページの活用

Ⅱ部　データを分析する―Web上の最新データを用いて

第７章　グラフを描く―家計調査

第８章　統計量を計算する―地方財政

第９章　関係を調べる―物価とマネーサプライ

第１０章　みんなで研究発表

これらの講義内容を含めた講義計画は、「情報リテラシー」のホームページに掲載して学内公開し、学生たちに情報

提供をしている（参考資料）。２００９年度からは、新設された共生社会経済学科にも同じ「情報リテラシー」が開講さ

れ、現在は経済学科のみならず経済学部の基礎情報教育として大きな役割をはたしている。

講義内容はⅠ部の「情報を活用するための準備」と、Ⅱ部の「データを分析する」に分かれている。インターネッ

ト上での犯罪行為が増加するなかで、情報倫理、セキュリティの講義は欠くことができない。Ⅰ部では、最初にこれ

らの知識をしっかりと身につけさせたうえで、情報収集や情報発信を行う力を習得するようにしている。何が違法行

為に当たるのかも認識させずに、単に情報収集の方法を教えるのでは教育とは言えないからである。そして、このⅠ

部の内容は、データ分析を行うⅡ部のための準備にもなっている。

Ⅱ部では、総務省、経済産業省、日本銀行などのWebサイトから、最新のデータをダウンロードして分析を行う。

専門科目として位置づけられていることから、扱うデータは経済学を学ぶ上で重要とされている家計調査、地方財政、

物価指数、金融データなどである。必要なデータの検索はⅠ部の応用となっている。

「情報リテラシー」の最大のハイライトが第１０章の「みんなで研究発表」である。参考資料を見ると、テキストは

１０章で構成されているが、そのうち７章までを前期で終了させている。これは第１０章の「みんなで研究発表」に、可

能な限り多くの時間を割り当てるためである。Ⅱ部の第７ 章から第９ 章では、家計調査や地方財政など指定された

データの分析を行なう。第１０ 章では、学生たち自身が問題を設定し、データを収集し、分析する。そして、それらの

結果についてみんなの前でプレゼンテーションを行い、発表内容に対する議論を行う。第７ 章から第９ 章で実践し

てきたことを、自分たちのテーマでもう一度繰り返すことによって、「読む力」「書く力」「考える力」「表現する力」

を再度定着させていこうということである。

実際には、第１０章はグループ作業のかたちをとっている。１グループは５人程度で形成され、一連の作業を共同で

行う。発表は１グループ３０分とし、２回の講義時間を割り当てている。発表内容、質疑応答も含めて評価の対象とし、

実質的にはこれが後期試験となっている。
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3．「情報リテラシー」の教育方法

（１）「考える力」の育成

Ⅱ部では、Webサイトから最新のデータをダウンロードして分析を行う。テキストにこれらのデータの分析結果

が掲載されているが、テキストの分析はテキストが発行された年に取得できた最新データで行われている。ところ

が、学生たちが実際にダウンロードするデータはその時点での最新データであるため、同じ分析を行ってもテキス

トと同じ結果が読み取れるとは限らない。テキストは参考になるものの、最終的には分析結果を自分の力で解釈し

なければならない。これが、学生たちの「考える力」を育成するのに多大な効果をあげている。

（２）失敗も含めて学習する

学生たちは、家計調査、地方財政、物価指数、金融データなど、必要なデータをWebサイトからダウンロードし

なければならない。その際に、求めるデータがどこにあるかを事前に教えることはせず、学生に探し出すよう促し

ている。いろいろなサイトを閲覧しデータの内容を確認して、求めているデータかどうかを判断させる。違ってい

たら、また別のサイトを検索する。このように失敗しながら試行錯誤することは、決して無駄にはならない。いろ

いろなサイトを探索しているうちに、どこにどのようなデータがあるのかもあわせて把握できるようになっていく。

また、これはサイトにアクセスが集中しないようにするための工夫にもなっている。

「情報リテラシー」では、このように手順を教えるのではなく、試行錯誤するなかであれこれ失敗をしながら覚え

ていくということを基本としている。失敗は重要な学習の機会である。それをできるだけ多く学生たちに経験させ、

応用力を身につけさせたい。手順を指導しそれをなぞる実習は見た目には成果が得られたように見えるが、違った

課題にはまるで対応できない学生を育てることにつながる。試行錯誤は教員の手間や学生の作業時間の増大を招く

が、それ以上に多くの成果が得られると確信している。

操作手順の指導はしないというのは、アプリケーションの使い方も同様である。先にも述べたが、使い方の指導

はもはや大学における情報教育の範疇には入らない。テキストにもアプリケーションの使い方は一切記載していな

いし、講義でもほとんど説明しない。使い方は試行錯誤し、あれこれ失敗をしながら覚えてほしいと考えるからで

ある。学生たちが将来使用するアプリケーションは、必ずしも大学で使用するものと同じとは限らない。また、た

とえ同じであっても、バージョンが変われば別物のように変化するご時勢、特定のアプリケーションが使えること

がそれほど重要とは思われない。それよりも、どのメニューを開けば思い通りの文書やグラフが描けるか、その直

感を養うことのほうが重要である。

このような方針は、思わぬところにも成果が現れる。やや面倒な方法でグラフなどを描いている学生には、「こう

するともっと簡単だよ」と言うと大いに感動をする。その感動が強い印象をもたらし、単に手順を教えるよりもは

るかに記憶として定着する。また、隣の学生のきれいなグラフを見て、どうすればそのグラフが描けるのか尋ねて

いる。それを自慢げに教える学生は、多分その手順を一生忘れないだろう。手順を指示して教えたのでは、このよ

うな感動はほとんど得られない。

（３）レポートなどはすべて学内公開する　

学生たちが提出するレポートなどは、第６章で作成した学生たちのホームページにすべて掲載して提出させてい

る。「情報リテラシー」のホームページに、全受講生のホームページにリンクを張ったページを設け、だれでも学内

公開されたレポートを簡単に閲覧することができるようにしている。

一般的には、レポートは教員に提出され、教員だけが読むものである。他の学生がどのようなレポートを書いて

いるかを知る機会は、学生たちにはほとんどない。しかし、隣の学生のきれいなグラフに刺激されるのと同様に、

学内公開によって他人のレポートに触発されよりよいレポートを書こうという動機が学生に生まれてくる。教員の

コメントも含めて、学生たちはいつでもレポートを書きなおすことができるようになっている。よりよいレポート

を、すべての学生が書けるようになるのが最終的な目標である。
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4．「情報リテラシー」の科目運営

「情報リテラシー」は実習を伴う科目のため、可能な限り少人数で講義が行えるよう環境を整備している。２０１０年度

の経済学科１年の学生数は４５７名だが、「情報リテラシー」は３０名程度を１クラスとして講義を行っている。したがっ

て、開講コマ数も担当教員数もかなり多い。２０１０年度の経済学科は開講コマ数１５コマ（夜間主コース１コマを含む）、

教員数９名（夜間主コース担当の１名を含む）、共生社会経済学科は６コマ、３名の教員となっている。

１２名の教員が「情報リテラシー」を担当するため、共通のテキストを使用するというだけでは教育内容や到達度に

統一性を保つことは難しい。そこで、年２回（２月、８月）、意見交換会を開催して講義内容や評価について集中的・

徹底的に議論をしている。教員が抱えている問題へのアドバイスや、改善の必要な点の指摘、それぞれの教員の講義

に対する工夫など、多くの議論が活発に行われている。また、担当教員のメーリングリストを作成し、日常的に発生

する問題にはこのメーリングリストを活用している。最新データを用いた教材などもメーリングリストで配布して共

有することで、講義内容の統一と負担の軽減が図られている。

「情報リテラシー」を受講する学生にとって、第１回目の講義はいかなる理由があっても欠席できない。そのことは

シラバスにも記載し、オリエンテーションでも説明し、あらゆる機会を利用して周知徹底させている。そのように厳

しく出席を求める理由は、参考資料の講義予定にも示されているように、１回目の講義でログイン、ログオフ、パス

ワードの設定まですべて完了させてしまうからである。欠席した場合、２回目の講義で同じ説明を繰り返さなければ

ならない。欠席した学生のために前回の講義内容を再度説明していたのでは、いつまでたっても先へ進めない。した

がって、「情報リテラシー」では欠席した学生へのサポートは一切行わないことを学生に徹底させている。学生同士で

欠席の場合のサポートをしあうよう促し、それでも理解できない場合は教員への質問を認めている。この姿勢を崩さ

ないことで、欠席者はかなり減少している。ただし、連続して欠席した学生が講義に復帰するのは困難な模様だ。こ

の点については、次節でも取り上げたい。

5．今後に向けて

（１）履修率を高める

「車の両輪」とされる「総合演習」は必修科目として開講されているが、「情報リテラシー」は選択科目である。

しかし、履修率を見ると、経済学科の場合実質必修科目に匹敵する履修率となっている。図１に、開講以来の各学

科、コースの履修率の推移を示す。開講当初、経済学科には昼間主コースと夜間主コースの２つのコースがあった。

２００９年に経済学科夜間主コースは学生の募集を停止し、新たに共生社会経済学科が募集を開始した。それと同時に、

経済学科昼間主コースは経済学科となった。図１のグラフは、経済学科昼間主コースと２００９年度以降の経済学科を

同じ折線で表している。図１を見ると、２００６年以降経済学科の履修率は増加の一途をたどり、２０１０年には９６.９％に

も達した。実質必修科目に匹敵すると述べたのは、このような高い履修率が定着していることに依拠している。

これに対し、共生社会経済学科の履修率はやや低い。２０１０年度は６９．４％まで上昇したが、依然として経済学科と

はかなりの差がある。経済学部の基礎情報教育として「情報リテラシー」を位置づけるとすれば、共生社会経済学

科の履修率を高めることが今後の課題と思われる。

（２）アシスタントの必要性

連続して欠席した学生が講義に復帰するのはかなり困難であると述べたが、これに対する対応もある程度は必要

と考えている。欠席の理由が必ずしも学生の怠慢とは言い切れない場合は、なおさらである。しかし、３０名もの学

生に個別対応が必要な実習中心の科目では、欠席した学生に教員が付きっ切りでサポートするのは不可能である。

教員のほかにサポートにあたるアシスタントの確保が望まれる。

開講当初、大学院生のティーチング・アシスタントを採用していた時期があった。しかし、このようなコマ数の

多い科目に、しかも開講時間帯が固定されている科目に、ティーチング・アシスタントを採用するのは並大抵のこ

とではなかった。ティーチング・アシスタントがついているクラスと、つかないクラスが混在することは、学生に
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とって不平等である。そのため、一時期臨時職員を採用し、ティーチング・アシスタントがつかないクラスのサポー

トを依頼したことがあった。それも、同一時間帯に複数開講される科目のため、複数の職員の採用が必要となり、

そのための予算確保や人材募集などが毎年繰り返される状況となった。個々の科目でこのようなサポート体制を作

るのではなく、大学全体として実習のサポートを引き受ける人材の確保が必要ではないかと痛感する。講義のない

時間帯は、学生のオープン利用のサポートに当たればより教育効果も高まると思われる。

（３）オープン利用の環境整備

最後に、泉キャンパスのオープン利用の体制について一言述べておきたい。経済学部の「情報リテラシー」は夜

間主コースを除き、すべて泉キャンパス情報処理センターで開講されている。実習中心の科目ゆえ、宿題や課題が

多く出されるが、それらを情報処理センターのオープン利用によってこなしている学生も少なくない。しかし、泉

キャンパス情報処理センターのオープン利用は、以下のような点で学生にとって非常に利用しにくい施設となって

いる。

①利用時間が１コマに限定されている。継続して利用する際も、再手続きが必要であったり、利用者が多いとき

は利用不可になることもある。

②昼休み時間や土曜の午後は利用できない。

③閉館が図書館よりも早い。

①については、「多くの学生が利用できる環境作りのための利用時間制限」とされているが、土樋キャンパス情報

処理センターのように講義のない時間帯の教室はオープン利用に提供するなど、時間制限をする前に検討されるべ

き工夫は多々あるのではないかと考える。学生にとってより使いやすい情報処理センターの環境をいかにして提供

するかについて、大学全体での検討が必要だと思われる。「情報リテラシー」のように多くの課題を学生に課す科目

にとって、オープン利用のこのような点の改善が教育効果に多大な影響をもたらすことを最後に強調しておきたい。

図１　経済学部「情報リテラシー」の履修率の推移
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参考資料：２０１０年度「情報リテラシー」の講義予定

金曜木曜水曜火曜
４月１６日４月１５日４月１４日４月１３日１
４月２３日４月２２日４月２１日４月２０日２
４月３０日５月６日４月２８日４月２７日３
５月７日５月１３日５月１２日５月１１日４
５月１４日５月２０日５月１９日５月１８日５
５月２１日５月２７日５月２６日５月２５日６
５月２８日６月３日６月２日６月１日７
６月４日６月１０日６月９日６月８日８
６月１１日６月１７日６月１６日６月１５日９
６月１８日６月２４日６月２３日６月２２日１０
６月２５日７月１日６月３０日６月２９日１１
７月２日７月８日７月７日７月６日１２
７月９日７月１５日７月１４日７月１３日１３
７月１６日７月２２日７月２１日７月２０日１４
７月２３日７月２９日７月２８日７月２７日１５

内　　　　　　容
夜間主
木曜

予備登録、ログイン・ログオフ、第０章４月１５日
第１章　情報倫理、WebMail４月２２日
第２章　インターネットのセキュリティ５月６日
第３章　Web上のコミュニケーション５月１３日
第３章　Web上のコミュニケーション５月２０日
第４章　情報を収集する５月２７日
第４章　情報を収集する６月３日
第５章　ローカルな情報発信６月１０日
第６章　グローバルな情報発信６月１７日
第６章　グローバルな情報発信６月２４日
第７章　グラフを描く－さまざまなグラフ７月１日
第７章　グラフを描く－さまざまなグラフ７月８日
第７章　グラフを描く－消費支出の変化７月１５日
第７章　グラフを描く－消費支出の変化７月２２日
第７章　グラフを描く－消費支出の変化７月２９日

［前期］

金曜木曜水曜火曜
９月１７日９月１６日９月１５日９月１４日１
９月２４日９月３０日９月２２日９月２１日２
１０月１日１０月７日９月２９日９月２８日３
１０月８日１０月１４日１０月６日１０月５日４
１０月１５日１０月２１日１０月１３日１０月１２日５
１０月２９日１０月２８日１０月２０日１０月１９日６
１１月５日１１月４日１０月２７日１０月２６日７
１１月１２日１１月１８日１１月１０日１１月２日８
１１月１９日１１月２５日１１月１７日１１月９日９
１１月２６日１２月２日１１月２４日１１月１６日１０
１２月３日１２月９日１２月１日１１月３０日１１
１２月１０日１２月１６日１２月８日１２月７日１２
１２月１７日１月６日１２月１５日１２月１４日１３
１月７日１月１３日１月１２日１月１１日１４
１月２１日１月２０日１月１９日１月１８日１５

内　　　　　　容
夜間主
木曜

第８章　統計量を計算する－市町村の人口増減率９月１６日
第８章　地方財政を分析する９月３０日
第８章　地方財政を分析する１０月７日
第９章　関係を調べる－物価とマネーサプライ１０月１４日
第９章　相関係数と回帰分析１０月２１日
第９章　相関係数と回帰分析１０月２８日
第９章　物価指数とマネーサプライの関係１１月４日
第９章　物価指数とマネーサプライの関係１１月１８日
第１０章　みんなで研究発表：研究テーマの設定１１月２５日
第１０章　みんなで研究発表：情報収集と分析１２月２日
第１０章　みんなで研究発表：情報収集と分析１２月９日
第１０章　みんなで研究発表：レポートの作成１２月１６日
第１０章　みんなで研究発表：プレゼンテーションの作成１月６日
第１０章　みんなで研究発表：発表１月１３日
第１０章　みんなで研究発表：発表１月２０日

［後期］
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4．3　授業で情報処理室をいかに利用するか？

私が情報処理室を使って授業をするのは、主に二つの機会である。一つは英語Ⅰの授業であり、情報処理室を通年

使用する。二つは、演習で時に法律文献探索をする場合である。

○英語Ⅰ

かれこれ７、８年来、法学部一年生向けの英語Iでは、泉キャンパス情報処理室でパソコンを使った授業を試みてい

る。元々の発想は、６０人から７０人ほどのクラスで、到底英文読解など不可能だと覚悟を決めたところにある。１クラ

スの人数を減らせないならば、コンピュータで一斉に英語情報にアクセスしてもらう方が、授業としてやりやすいの

ではないかと思ったのである。出欠管理は簡単であり、一人一人の学生とのやりとりもメールを使うとそれほど難し

くない。授業が実際にうまくいっているかどうかはさておき、ネット社会の発展に応じて、授業内容は年を追うごと

に変化してきた。以下では、ここ数年の様子を年度はじめから年度終了までの時系列で紹介したい。

①最終目標＝英語に対する苦手意識を小さくする

私の英語Ⅰを受講する学生の大半は、英語が苦手だと信じ込んでいる（勿論、例外はある）。確かに、実際に英文

を書かせてみると、文法の知識に乏しいことが判明する。読んでもらうと、小声でいかにも日本人らしい発音をす

る（繰り返すが、例外はもちろんある）。中学生の頃からネイティブスピーカーに接する機会があった筈なのに、不

思議と言えば不思議である。とはいえ、すべての生徒が教師の言うことを理解できるわけではないことを思うと、

当然と言えば当然という気もする。しかし、「英語は苦手です！」と公言する学生を前にして、それでも英語の授業

をしなければならない。しかも、こちらに英語教育のノウハウは無いに等しい（それではなぜ英語Ⅰを担当してい

るのか？　とすぐに尋ねられそうではあるが）。どうすればいいのだろうか？

最初にして最後の大仕事は、英語に対する苦手意識を取り除くことである。あるいはそれが不可能ならば、せめ

て小さくすることである。そもそも学生たちはなぜ英語が苦手なのだろうか？　文法が不得手というのは、理由の

一つである。普段の生活で英語を必要としないことも、英語学習意欲をそれほどかき立てない。英語教師が個人的

に嫌いだったという理由も、無視できない。成績が上がらないと面白くないのは、英語に限らない。結局、英語を

使った成功体験のないことが最大の理由なのだろう。面白いと感じないのである。では、面白いと感じるのはどう

いうときか？　会話の授業をする力が教師にないとすると、まずは自分にとって関心のある英語記事をそこそこ理

解できたり、外国人と英語で文通ができるときではないのだろうか。

そう考えて、授業の始めにあたり私が学生一人一人に求めているのは、何に興味があるのかを自覚するというこ

とである。その上で、関心のある英文記事や写真や動画をネット上で探す。学生は、まずは喜んでこの作業に熱中

する。とはいえ、自分の関心に沿う記事を探す術に長けたとしても、英文を読むのは楽ではない。MLB記事でもそ

の点に変わりはない。古い話ではあるが、「相撲が好きなら保育園児でも『大鵬』という漢字が書ける」と言われた

ことがある。私が目指しているのも同じ考えに基づいているが、英文読解が単語一つを知るだけではどうにもなら

ないのも事実である。そこで対策は３つある。

一つは、日本に関する英文記事を読むことである。あるいは、日本発信の英語情報から始めることである。自治

体はたいてい英語サイトを持っている。二つは、最近のネット情報の進化の恩恵を享受し、テレビやビデオを見る

ことである。例えば、クリントン国務長官の演説なども、単に原稿を読むだけではなく実際に話をしている映像と

合わせ聞くと、遙かに理解しやすい。彼女の演説は表現が平易で、発音が本当にきれいである。最後は、初心者向

法学部法律学科　　　　　
教授　陶久　利彦
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け英文記事を読むことである。Voice of AmericaやBBCは、そういう教育的配慮を織り込んだ記事を提供してくれ

ている。Deutsche Welleも英独両言語で初心者用記事を発信しているし、ドイツ人特有の分かりやすい英語でニュー

スを流している。

このように、英語のニュースや映像を自分の関心に引き寄せて見たり聞いたりすることに慣れてくると、今度は

私からキーワードを与え、それに関連した英語情報を得てもらう。たいていは、折々のニュースから話題を選ぶ。

例えば、捕鯨、地震、津波、選挙、テロ、犯罪、風力発電。他方で、世界の博物館や美術館を訪れ、世界的遺産と

も言うべき文化財の香りを疑似体験してもらうこともある。ネット上で海外旅行をすることも促す。各国や著名都

市のサイトには、美しい映像を見ながら音楽と英語ナレーションを楽しむことができるビデオがある。そのような

ものに接することによって、世界中にどんな土地や都市がありどんな人々が住んでいるのかを知ることができる。

英語学習は、世界を広げることである。遊びながらそのような意識を持ってもらうことを目指す。

②恩師にあてて手紙を書く

一方、ここ数年来前期に試みているのは、恩師に手紙を出すということである。とりあえず、日本語で構わない。

これは一見、英語と直結しているわけではなさそうだが、実は深く関連している。というのも、外国語理解力は、

結局母国語理解力に根ざしているからである。実際、殆どの学生は今まで手紙を書いたことがない。それだけに時

候の挨拶や文章の組み立て方などについても、無知同然である。「もらったら嬉しいような手紙を書け！」と言われ

ても、手紙をもらった経験がないから見当もつかない。それでも、英文を書くよりはましだから、こんなアドバイ

ス――あるいは命令？――を参考にしつつ苦労の末恩師宛手紙を書き上げる。ネット上の「手紙の書き方」などは、

その際大いに参考になる。そして今度は、それを英語に翻訳するという課題を私が急に追加する。

ところが、恩師に当てて凝りに凝った日本語表現を駆使すればするほど、それを英語に訳すという課題の前で学

生は立ち往生する。困った挙げ句、翻訳サイトを発見し自動翻訳機に頼る学生が増えてきた。これを全面的に禁止

することは、事実上不可能である。ネット情報は便利である反面、人を怠惰にしてしまう。今は、一つの手掛かり

としてだけ翻訳サイトを利用してくれることを望むしかない。

③授業終了時のメール

授業終了時には必ずその授業中にやったことや感想を含めて、メールを送ってもらうことにしている。学生一人

一人の思いが直接分かるという利点があるほか、私からの返信に学生が反応するということもある。

④タイピングと聞き取り試験

せっかくコンピュータを使うので、年度の終了までにはタッチタイピングを修得してほしいと願っている。毎回、

タイピングソフトと一定時間格闘し、学生は徐々にタイピングの腕を上げていく。そこで前期の半ばあたりからは、

聞き取り試験を時折行っている。最初は日本語テキストを、夏休み前あたりからは英語テキストを、私が読み上げ

る。学生はそれを聞いて文字を打つ。教師の英語発音のせいもあってか、課題は簡単ではない。

⑤情報収集をグループで行う

今年度新たに試みたのは、ネット情報を各自が集め、それをグループとして集約し一つの情報群を作るという作

業である。参議院議員選挙が行われたこともあり、各国の選挙事情を５，６人単位のグループで寄せ集めるという作

業を試してみた。各グループには、タイ・中国・韓国・インド・イギリス・オーストラリア・独・カナダなどの国

を割り当てる。各自は、選挙権をもつ年齢や選挙制度、政党などを調査し、その上で全体像を作り上げる。これは、

結構楽しくやっていたようである。
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⑥英語でメールを書き文通をする

例えばPenPalなどのサイトを通じてメール交換することを、年度末までの最終目標にしている。夏休み明けから

この課題に取り組む。重要なのは、文法的誤りを怖れることなく勇気を出して発信をし、意見を交換することであ

る。ここで、恩師宛手紙を書いたことが役立つ。メールを書くに当たっては、どんな情報をどのように相手に伝え

るかを工夫することから始めなければならないからである。ところで、ネット上の英文は結構でたらめなものが多

い。厳格な文法を尊重する人からすぐさま斬って捨てられるような文章も、まれではないだろう。しかし、授業の

目標は英語の壁を低くすることであり、そのために成功体験を積むことなのだから、少々のことには目をつむる。

発信した相手から返事をもらうということが、大切なのである。その点、White Houseはメールを送ると返信をす

ぐさまよこしてくれる親切な機関である。定型文ではあるが、学生は大変喜ぶ。引き続き、間髪を置かず返事を出

す。その繰り返しが、他国の見知らぬ相手と知り合い、情報を交換し、英語が生きた道具として役立つことを実感

させてくれる。学生の書く英文は確かにむちゃくちゃかもしれないが、それでも結構返事をもらい、文通を楽しん

でいる。昨年は半数以上の受講生がこの課題をクリアーした。今年度の目標は、この数値を少しでも上げることで

ある。

○法律文献・判例情報など

英語Ⅰ以外に情報処理センターを使うのは、演習の時間に文献探索をしたり判例情報を集める一手段としてコン

ピュータを使う場合である。薦めているのは、最高裁判所や各種官庁のホームページである。目下アクセス数にさほ

ど余裕が無いのは残念であるが、中央図書館からアクセスできる第一法規のサイトも、非常に便利である。
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4．4　「数値熱流体工学」における情報処理演習室の活用

平成１８年度から機械知能工学科で開講されている「数値熱流体工学」は、講義科目という位置づけであるが、学生

に「流れ」の数値解析（コンピュータシミュレーション）手法を実体験してもらうために学生１人が１台のコンピュー

タを使用できる情報処理演習室で講義を行っている。その講義内容はホームページ上に掲載（現在は学内のみ閲覧可）

され、トップページ（図１）は授業の進行によって項目が追加される形（１～２講義分の予習は可能）となっている。

ホームページは、全体説明ではプロジェクターによってスクリーンに投射されるが、細かい文字情報も多いため、大

抵の場合は中間モニタ（二人に一台設置）にも同一の情報を掲載している。もちろん、学生が自身の演習コンピュー

タで参照することも可能である。この電子教材には、「流れ」に関する静止画および動画（図２）が含まれており、学

生は視覚的に「流れ」の計算方法や計算結果を確認することができる。これは、式の誘導・展開を中心とする数値流

体工学の講義とは一線を画するものである。また、流れの計算を行うプログラムも本ページに掲載されており、学生

は授業中にそれをダウンロードし、動かすことができる。これらのプログラムは、主に表計算ソフトのマクロ機能を

利用したものであり、データ入力、計算プログラム、データ出力が一つのファイルで行える（図３）。また、汎用性を

高めるために、表計算ソフトのセル計算機能だけ（マクロ機能不使用）で行えるものは極力、マクロ機能を使わない

ように工夫している。

図１　「数値熱流体工学」のトップページ

工学部機械知能工学科　　　　　
准教授　小野　憲文
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情報処理演習室を利用できることは、授業構成にも影響を与えている。「流れ」の数値解析結果の把握・評価におい

て重要なものがその可視化である。初学者向けの「流れ」の数値解析には主に「２次元流れ」が取り上げられるが、

この解析結果表示で多く用いられるものに「等高線」表示がある。本授業では、おそらく他者の数値解析系授業では

取り上げられることの少ない「等高線」表示法までを解説（図４）し、学生が実際にその表示法を取り入れたソフト

ウエア（図５、報告者自作）を使って計算結果の表示を行っている。「等高線」は地図等で用いられるため一般的に非

常に身近なものであり、工学データの表示には頻繁に用いられるものである。しかし、その表示原理や物理量の等値

線の意味などは、実際に線を引いたり、考えたりしてみないと理解しづらいものである。この授業習得者は、確実に

このスキルが向上していると考える。また、学生一人一人が、計算プログラムを動かせるのは解析手法の理解におい

て極めて重要である。自分の設定したパラメータで計算できること、収束過程（繰り返し計算によって物理量の残差

が小さくなっていく様）を確認できること、あるいは不適切な係数によって計算が発散、オーバーフローすることを

体験（図６）できることは数値解析学習にとって大きな意味を持ち、この経験は「流れ」の計算ばかりでなく、数値

解析全般に応用できると考える。

本講義では、レポート出題、最終試験問題も前述のホームページ上で行っている。また、出席確認、レポート提出、

最終試験解答提出は情報処理演習室教員専用プログラムを利用している。このようなコンピュータ使用環境下で試験

を行うことは数値解析系の講義では有意義である。複雑な計算結果や可視化結果を解答とすることも可能となるから

である。なお、試験では、ホームページ上の情報を閲覧しながら解答できるため、時間に対する制約と応用的な解答

を要求することで、参照情報だけでの得点を抑制するように工夫している。

図３　数値解析プログラム（表計算ソフトウエアの画面）の一例

図２　計算結果表示例（自然対流）［上図は静止画、下図は実際には動画］
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本講義は開講初年度から数年を経ているが、情報処理演習室の環境・リソースに合わせて内容の改良も逐次行って

いる。今後も、学生の理解度、声を反映しつつ充実した講義内容となるよう努めていく所存である。

図４　等値線描画方法の解説（抜粋）

図６　エラーによるプログラムの停止

図５　学習用等値線描画プログラム［本講義専用］
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4．5　工学部における“コンピュータグラフィックス”の講義の紹介

工学部において、“コンピュータグラフィックス”の講義は電気情報工学科と電子工学科の４年次に開講されており、

例年、前期月曜日の２校時目に行われている。教室は工学部の第２情報処理演習室を使用している。この講義では、

同じ曜日・同じ時間に電気情報工学科と電子工学科の２つの学科の学生が聴講・実習する。そのため、電気情報工学

科と電子工学科の学生の混在クラスで運用している。この講義は、現在、情報教員を目指す学生にとっては、必修科

目となっていることもあり、４年次とはいえ比較的多くの学生が受講する。例年、両学科合わせて８０名ぐらい履修登

録はするようである。この人数は、工学部第２情報処理演習室の定員ぐらいであるため、春先の講義は「学生が溢れ

ないかと」いつも気をもむことになる。

さて、コンピュータグラフィックス（ＣＧ）に関わるような科目は、３年次までどちらの学科にもないため、４年

次で初めて学習することになる。プログラミングや数値解析の知識と技術に関しては、学年相当の力を持っていると

考えられるが、たとえ工学部の学生といえども、“ＣＧに関する知識”はそう多くはもっていない。そのうえ、半期の

科目でもあり、講義内容はCGに関する知識および専門用語を浅くてもいいから、広く習得することに重点を置いてい

る。要は、CG入門編の講義内容である。講義の具体的な運用は、知識の習得と実習である。

まず、知識の習得の方であるが、こちらは「CG-ARTS協会が実施している“CG検定”の３級にトライできるか、

よくばって合格できるか」という知識を習得することを目指している。この講義の受講が、CG検定の受験のきっかけ

になってもらえたら幸いと考えている。検定試験は年２回、春と秋に実施されているので、この講義の受講学生は、

“秋”の検定試験にトライできるチャンスがあるので、受講学生には、「力だめしに、ぜひCG検定３級を受験してみ

て」と勧めてはいる。

次に実習の方であるが、CGの場合は「知識だけあればいいか」というわけにもいかなく、ある程度の“作品”を制

作できるスキルも必要である。このため、３DCG作成ツール（Blender）を使用した作品制作の実習も行っている。

このBlenderは、オープンソースのフリーウェアで、WindowsやMacOS、Linuxなど実にさまざまなOS上で使用でき

るため、工学部の情報処理センターにお願いし、講義用のパソコンにインストールしてもらった。このBlenderはフ

リーウェアではあるが、かなりのことができるツールであり、市販されている高級なCG作成ソフトにも引けはとらな

いと思う。ただし、バージョンアップがすごく早いことと、操作性にやや不満があるのも事実であるが、“これだけの

ことができて無料である”という点が最大の魅力となっている。この講義の開講が決まり、担当をお願いされた時、

予算の関係で情報処理センターでは、専用のCGソフトが導入できなかった。そこで、最初は学院版Knoppixを利用し

て運用することになり、当時、Knoppixの普及に努めておられた電気情報工学科の小野先生と、電子工学科の志子田

先生にお願いしたところ、「“Blender”しかない」と言われたことから、この“Blender”の使用に決定した。これが、

Blender導入の経緯である。それゆえ、当初からしばらくの間は、Knoppixバージョンでの運用であったが、今年度か

らは、実習のリニューアルもかねて、Windowsバージョンを使用している。この講義が初めて開講されたときに比べ

れば、マニュアル本も増えてきたし、関係するサイトも多くなったと感じている。このため、フリーウェアではある

が比較的情報も得やすいため、実習もスムーズに進行している。具体的な実習の中身であるが、３Dの静止画作成の

スキル習得がほとんどであるが最終的には動画作品の制作もできるようになることを目指している。“CG作品を作る”

ということは、“英語で文章を作る”ということに似ているところがあると感じている。いかに英文法と単語の知識を

持っていても、じょうずに作文を作れるとは限らない。作文を作るには、ある程度の文章構築のセンスが必要と考え

られる。CG作品を作るという作業もこれに似ていて、たとえCGツールを上手に操作できても、すばらしい作品を作

れるとは限らない。画家や芸術家、あるいはデザイナーのような芸術的・美的センスが必要と思う。工学部の学生な

工学部電気情報工学科　　　　　
准教授　大場　佳文
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ので、どちらかといえば、ツール操作の習得はお手の物ではあるが、それだけでなく、“デザイナーとしてのセンスも

養うようにしてほしい”という願いがあることを、毎年言って聞かせている。

この講義では、期間中３回、作品の提出を義務付けている。２つが“指定課題”であり、１つが“自由課題”であ

る。今年度の指定課題は、１回目が“家”、２回目が”風景“、である。後ろのページに既に提出済みの２人の学生の

指定課題（風景）の作品を掲載したので、ぜひご覧いただきたい。毎年、すばらしい作品を作り上げる学生が数名は

いるもので、今年度も期待できそうである。

女子学生の受講は少ないが、作品に関しては、男子学生以上に芸術的センスを感じるときがある。一言でいえば、

“うまい”ということである。男子学生以上に、作品に小技をいれてくるし、見て美しい作品が多いと感じている。

たぶん、“きれい”、“かわいい”など、物に対して豊かな感性を持っているからではないかということと、きめ細かい

性格をしているせいではないかと思っている。

ただし、ここ一番では、男子学生のパワーが炸裂する。いつも、一人、二人の学生がものすごい自由課題の作品を

提出してくる。昨年度の“ガンダム”や数年前の“航空機”などは、今でも心に残っている作品である。このあたり

の作品は、雑誌に掲載してもらえるぐらい完成度の高い作品と思っている（お見せできないのが残念である）。

以上、簡単にではあるが、“コンピュータグラフィックス”の授業内容について紹介した。

図１　電気情報工学科　江藤君の作品

図２　電気情報工学科　中田君の作品
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図３　講義風景A

図４　講義風景B
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4．6　プログラミング初級における情報処理センターの活用

1．概要

「プログラミング初級」は、教養学部情報科学科２年生を対象とした情報科学科の必修科目であり、パソコンを利

用してプログラムの作成を行う演習形式の科目です。平成２２年度は、月曜日の４・５校時（１８０分連続）に半期授業と

して開講されています。この科目には約１４０人の学生が履修していますが、泉情報処理センターには１４０名の全員が一

度に受講することが可能な教室が存在しないため、第１コンピュータ室（定員７０名）と第３コンピュータ室（定員７０

名）の２つの教室を使って同時に演習を行っています。プログラミング初級の担当教員は６名であり、演習時は第１

コンピュータ室と第３コンピュータ室のそれぞれを３名ずつが担当しています。１名の教員が主体となって演習の進

行を行い、その他の５名の教員が学生からの質問に答える形で演習を行います。プログラミング初級の演習内容は図 

１に示すシラバスの通りであり、C言語の基礎的なプログラミング能力を獲得することを目的としています。情報科

学科の学生が最初に学ぶプログラミング関係の科目として位置づけられており、情報科学科のカリキュラムの基幹を

成す科目の１つです。

プログラミング初級は約１４０名の受講生を抱える一方、細かい指導も必要となってくる重要科目でもあります。そこ

で、プログラミング初級では、受講生が約１４０人の２教室を使った演習を効果的に行うために泉情報処理センターに導

入されている講義支援ソフトウェアWingNETとレポート管理システムを活用することにしました。本稿では、プロ

グラミング初級におけるこれらのシステムの利用をご紹介します。

2．プログラミング初級の演習内容

プログラミング初級の演習の内容は

「演習内容の説明」「演習」「口頭試問」

「レポート」の４つから成っています。

それぞれの詳細は以下の通りです。

（１）スライドを用いた演習内容の説明

プログラミングの演習を行う前に、

演習の進行担当の教員がPowerPoint

などで作成した資料を用いて演習内容

に関する説明を行います。このときの

説明の音声は、マイクとスピーカーを

通じて、第１コンピュータ室・第３コ

ンピュータ室の両方の受講生に届くよ

うになっています。また、説明資料の

スライド画像も講義支援システム

WingNETを通じて、すべての受講生

のPC端末に表示されます。

教養学部情報科学科　　　　　
講師　松本　章代
講師　武田　敦志

図１　必須科目「プログラミング初級」の内容
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（２）演習

演習内容の説明の終了後、受講生は各自が所有するノートパソコンを用いて、例題や練習問題に提示されたプロ

グラムを作成します。このとき、各コンピュータ室を担当している教員（各３名）は、学生からの質問への対応や

プログラミングに関するアドバイスなどを行います。

（３）口頭試問

プログラミング初級の演習時間の最後の１時間は口頭試問に割り当てられています。ここでは、受講生は提示さ

れた問題のプログラムを作成し、４人グループでそのプログラムについて深く検討します。その後、グループの代

表者１名が教員に対してプログラムの説明を行い、十分に説明することが出来ればその回の演習は終了となります。

（４）レポート

プログラミング初級でのレポート課題とは受講生に課される宿題であり、毎週の演習終了時に受講生に問題が配

布されます。受講生はレポート課題に書かれてあるプログラムを作成し、翌週の演習開始時刻までにレポートとし

て提出します。

3．情報処理センターの機器の活用

3．1　WingNETを利用した２教室同時演習

プログラミング初級は約１４０人が受講する演習形式の科目であるため、泉情報処理センターの第１コンピュータ室

と第３コンピュータ室を使って開講されています。それぞれのコンピュータ室には７０台の学生用PC（CPU: Interl 

Core２Duo T９３００、 Memory: ４GB、 OS: Windows Vista）が設置されており、各受講生が１台のPCを占有して使

用できる環境になっております。その一方、２つのコンピュータ室を利用した演習を効果的に行うためには、これ

らのコンピュータ室の間の連携が必須となります。コンピュータ室が異なっていたとしても、演習内容の説明や演

習課題の解説・レポート課題のアナウンスなどの学生に伝える情報は同一でなくてはなりません。第１コンピュー

タ室のマイク音声を第３コンピュータ室に転送することは出来ますので、音声による同時アナウンスは可能となっ

図２　プログラミング初級の講義風景
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ています。しかし、音声による説明だけでは不十分であり、画像や動画を用いた説明が必要になる場面もあります。

また、説明を効果的に行うためには、それぞれのコンピュータ室の状況を把握しなければなりません。

そこで、プログラミング初級では、第１コンピュータ室・第３コンピュータ室の双方で統一された演習を効果的

に行うために、泉情報処理センターに導入されているWingNET（講義支援ソフトウェア）の機能を利用していま

す。図 ３は第１コンピュータ室の教員席に表示されるWingNETの操作画面です。プログラミング初級では、この

WingNETを利用して、学生のログイン状況の確認と演習内容の説明を行っています。

（１）学生のログイン状況の確認

第１コンピュータ室の教員席のWingNETには、第１コンピュータ室と第３コンピュータ室の学生のログイン

状況がリアルタイムで表示されています。このログイン状況をから、それぞれの部屋の学生の状況を観察し、学

生の出席状況や演習の準備状況を確認しています。

（２）演習内容の説明

WingNETには、第１コンピュータ室の教員席の画面を学生のPC画面に表示させる機能があります。この機能

を利用することにより、第１コンピュータ室の教員席にいながら、第１コンピュータ室と第３コンピュータ室の

両方学生に対して同時に演習内容の説明をすることが出来ます。また、WingNETには、学生のPCに表示された

画面に注釈を追加する機能があり、この機能を利用することによりホワイトボードなどを利用した場合と同等に

効果的な説明が可能です。

上記のようにWingNETの機能を活用することにより、２教室で同時に演習を行うことが出来ています。また、

教員席の画面を学生のPC画面に表示させる機能を利用して受講生の近くの画面に説明資料を表示するため、受講

生は説明やプログラムコードの細かい部分までを読むことが出来ます。

3．2　レポート管理システムの利用

プログラミング初級では、各演習後にレポート課題が提示され、その次の演習開始時までに受講生はレポートを

図３　講義支援ソフトウェア: WingNET
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提出することになります。昨年度までは、このレポートはA４用紙数枚程度にまとめられて提出されていました。

しかし、約１４０名の受講生から提出されるレポートを回収するためには約１０分の演習時間を必要とすることや、これ

らのレポートを印刷するプリンタの消耗が激しいため、本年度より電子媒体での提出としました。作成されたレポー

トの電子ファイルは、泉情報処理センターに導入されているレポート管理システムを介して提出されます。このレ

ポート管理システムには学内からアクセスすることが可能であり、受講生側には何時でも提出可能であるという利

点があります。また、教員側としても、レポート提出の確認が容易である事やレポート回収のために演習時間を割

く必要が無い事などの利点があります。

3．3　課題

泉情報処理センターに導入されています講義支援のためのシステムにより、約１４０人が受講する演習科目を運営す

ることが出来ています。しかし、プログラミング初級では、情報処理センターのPCを使ってプログラム作成を行う

のではなく、受講生が所有するノートパソコンを主に利用してプログラム作成を行っています。これは、情報処理

センター以外の場所でも、受講生に統一した環境でプログラミングの勉強やレポートの作成を行ってもらうためで

す。その一方、受講生は所有するノートパソコンと泉情報処理センターのPCの両方を利用することになるため、受

講生のノートパソコンと泉情報処理センターの情報機器との連携が問題になってきています。現在はUSBメモリな

どを用いてこれらの情報機器の連携を行っていますが、この連携のためには少なくない操作が必要となります。そ

のため、より効率よく演習を行うためには、受講生が持つ情報機器と情報処理センターの情報機器との間の連携を

サポートする仕組みが必要と考えられます。

4．むすび

プログラミング初級は約１４０名の受講生を抱える一方、細かい指導も必要となってくる重要科目でもあります。そこ

で、プログラミング初級では、演習を効果的に行うために泉情報処理センターに導入されています講義支援ソフトウェ

アWingNETとレポート管理システムを利用しております。本稿では、プログラミング初級におけるこれらのシステ

ムの利用をご紹介いたしました。プログラミング初級では、これらのシステムを利用することにより効果的な演習を

行うことができております。最後に、プログラミング初級の演習にご協力いただきました泉情報処理センターの関係

各位に感謝申し上げます。
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5．情報処理センター報告（平成21年度データ）

5．1　利用者状況報告

（１）利用登録者数

学生の登録者数及び利用者数は、以下の表に示したとおりです。

土樋情報処理センターでは、文・経済・経営・法学部学生全員のアカウントと、それ以外に利用申請を受けた学

生のアカウントを登録しています。

泉情報処理センターでは、教養学部学生全員のアカウントと、それ以外に利用申請を受けた学生のアカウントを

登録しています。

多賀城情報処理センターでは、工学部学生全員とそれ以外に利用申請を受けた学生のアカウントを教育用システ

ムに登録しており、これとは別に研究用システムの利用希望者については別途申請を受けて別アカウントとして登

録しています。

また、文・経済・経営・法学部の１、２年生と教養学部全学年の学生と大学院生は泉情報処理センターで講義を

受講します。文・経済・経営・法学部の３、４年生と大学院生は土樋情報処理センターで講義を受講します。工学

部の学生と大学院生は多賀城情報処理センターで講義を受講します。

その他に、各キャンパスの情報処理センターで教職員のアカウント登録と利用があります。

①　学　生

②　教職員

教養学部、大学院工学部、大学院文・経済・経営・法学部、大学院学部

１～４年、大学院１～４年、大学院３、４年、大学院１、２年学年

２，０１９名教育用　　　２，２６６名
研究用　　　　　３６名１０，６５５名登録者数

泉情報処理センター多賀城情報処理センター土樋情報処理センターアカウント
登録

泉情報処理センター多賀城情報処理センター土樋情報処理センター泉情報処理センター講義利用

泉情報処理センター多賀城情報処理センター土樋情報処理センター

１８４名２６５名４６７名登録者数
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（２）利用者統計

１）情報処理センター利用者のべ人数

年計３月２月１月１２月１１月１０月９月８月７月６月５月４月
利用者所属

１８，３３８７１３７４０１，７８３１，１７８１，９１２１，７１２１，６６１２３２２，３１４２，６９８１，８３８１，５５７英文学科

文 学 部

土
樋
キ
ャ
ン
パ
ス

１，２９８１５５４３１１０１０１１２３７４８９３７５６１３０１００２８０キリスト教学科

１４，０６８３６０４９８１，３８２７９１１，４２７１，０９７９９１１９４１，７８９２，８４３１，４９７１，１９９歴史学科

３３，７０４１，２２８１，２８１３，２７５２，０７０３，４６２２，８８３２，７４１４６３４，１５９５，６７１３，４３５３，０３６小計

４３，４１７１，３５７１，５２５４，３１４３，３９３４，７２９４，４１４４，５５７８５７４，３３７６，４００４，５６９２，９６５経済学科

経済学部 １７１００３０４１０４４００共生社会経済学科

４３，４３４１，３５８１，５２５４，３１４３，３９６４，７２９４，４１８４，５５８８５７４，３４１６，４０４４，５６９２，９６５小計

３６，１２０７２９９１５２，５９５３，０００３，７６６４，０４１４，０３６４０８４，５３６５，６６３３，９７７２，４５４経営学科経営学部

１５，３０６６１６８１２１，４９９１，１２１１，６９８１，５３９１，７７１４２１１，４０３２，０００１，４４３９８３法律学科法 学 部

１，９２９１７９１７１１８３１２５１１３１３９１７８９８１８２２５４１６５１４２他キャンパス

３，３１１１１７９８１８９２０８２５２２８３２７６６９３２４５４３４５５４９７大 学 院

１３３，８０４４，２２７４，８０２１２，０５５９，９２０１４，０２０１３，３０３１３，５６０２，３１６１４，９４５２０，５３５１４，０４４１０，０７７土樋合計

２２，０２２４９３４８６１，０５６１，１２９２，４００１，７６２１，２４０２７４４，２１６３，８７５３，１３４１，９５７機械知能工学科

工 学 部
多
賀
城
キ
ャ
ン
パ
ス

１５，７００３５４５０３６０１７２４８７９１，０３４５９７３６５２，４９２３，４７９２，４９６２，１７６電気情報工学科

２５，４２８２１２３１４１，５９５１，６７０２，９３４２，６２４１，６７６４８９３，３８５４，９０３３，４２１２，２０５電子工学科

２３，００９３６０４６４１，８３２３，１０９２，５５０２，４８１１，６４６１７１２，６３１３，１２８２，８３４１，８０３環境建設工学科

８６，１５９１，４１９１，７６７５，０８４６，６３２８，７６３７，９０１５，１５９１，２９９１２，７２４１５，３８５１１，８８５８，１４１小計

１１２１０１５７１０７１３１１５１６１７０１他キャンパス

４８８２１５２４４１８５３５４２６１４４７５６４７５６大 学 院

８６，７５９１，４５０１，８３４５，１３５６，６６０８，８２３７，９６８５，１９６１，３１８１２，７８７１５，４５８１１，９３２８，１９８多賀城合計

７，８２９２７３０５３８４５８７１２６８８６１３２２８６７１，５００１，４３８９３６英文学科

文 学 部

泉
キ
ャ
ン
パ
ス

６７１１３３２３４８２８４３３０７８３１３３９３１６７キリスト教学科

１１，１１３２４５８７４１３５５９４４１，８４１７１９６２１，５５２１，９８５１，５７２１，２６０歴史学科

１９，６１３６４９１１，３０２８６１１，６８４２，５７２１，３６２９１２，５０２３，６１８３，１０３２，３６３小計

３１，０３２９８１５６２，３２２２，７３８３，７６３４，２９６３，２５８１３９４，０９６４，８０１３，０６８２，２９７経済学科

経済学部 ８，２８１４１４３５５４７１９７２１，００７９９６１７８２６１，４０８１，１９４１，０１７共生社会経済学科

３９，３１３１０２１７０２，６７７３，２０９４，７３５５，３０３４，２５４１５６４，９２２６，２０９４，２６２３，３１４小計

５，０００３３４０３５２３１１６８９６８９６０２１６５２９８９１５０２３４６経営学科経営学部

１４，３１５４１７１１，２９３６１７１，９７３１，９６４１，７０２２８１，０３４２，５１８１，７１７１，３５７法律学科法 学 部

１４，３５９４９８０１，１４７１，０６５１，６４８２，０６０１，３１９８２１，１９８２，０８７１，６０８２，０１６人間科学科

教養学部

１２，０２４３５９２１，１９１８３８１，６０８１，９４７１，２８３７９１，０７８１，８３０１，２４９７９４言語文化学科

２８，９６６４９１０９１，６９７１，９３８３，５９９３，６１４２，６８６１０９２，８１１４，４９８３，９６７３，８８９情報科学科

１３，１５１２６４６６９２６１２１，１２６１，２９７８１９２３１，４７９３，０９８２，３７４１，５５９地域構想学科

６８，５００１５９３２７４，７２７４，４５３７，９８１８，９１８６，１０７２９３６，５６６１１，５１３９，１９８８，２５８小計

４５６２００００００１１６４１６他キャンパス

３２０００２０２１３５４０２４１２６６６５５３２大 学 院

１４７，１０６４０５７０１１０，３７１９，４７２１７，０９７１９，４８６１４，０５１５８５１５，５８０２４，８３１１８，８４１１５，６８６泉　合　計

３６７，６６９６，０８２７，３３７２７，５６１２６，０５２３９，９４０４０，７５７３２，８０７４，２１９４３，３１２６０，８２４４４，８１７３３，９６１総　　計



４７

情
報
処
理
セ
ン
タ
ー
報
告

（
平
成
　
年
度
デ
ー
タ
）　

21

１）－１　利用キャンパス毎各学科利用者割合グラフ

他キャンパス
45人
0.0％

文学部 英文学科
18,338人
5.0％

文学部 歴史学科
14,068人
3.8％

経済学部 経済学科
43,417人
11.8％

経済学部 経営学科
36,120人
9.8％

法学部 法律学科
15,306人
4.2％

工学部 機械知能工学科
22,022人
6.0％

工学部 電気情報工学科
15,700人
4.3％工学部 電子工学科

25,428人
6.9％

工学部 環境建設工学科
23,009人
6.3％

文学部 英文学科
7,829人
2.1％

文学部 歴史学科
11,113人
3.0％

経済学部 経済学科
31,032人
8.4％

経済学部 共生社会経済学科
8,281人
2.3％

経済学部 経営学科
5,000人
1.4％

法学部 法律学科
14,315人
3.9％

教養学部 人間科学科
14,359人
3.9％

教養学部 言語文化学科
12,024人
3.3％

教養学部 情報科学科
28,966人
7.9％

教養学部 地域構想学科
13,151人
3.6％

文学部 キリスト教学科
671人
0.2％

大学院
3,311人
0.9％

大学院
488人
0.1％

他キャンパス
1,929人
0.5％

大学院
320人
0.1％

他キャンパス
112人
0.0％

経済学部
共生社会経済学科

17人
0.0％

文学部 キリスト教学科
1,298人
0.4％

土樋キャンパス
133,804人
36.4％

多賀城キャンパス
86,759人
23.6％

泉キャンパス
147,106人
40.0％
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１）－２　土樋キャンパス　各学科利用者割合グラフ

１）－３　多賀城キャンパス　各学科利用者割合グラフ

１）－４　泉キャンパス　各学科利用者割合グラフ

大学院
3,313人
2.5％

他キャンパス
1,929人
1.4％

文学部　英文学科
18,338人
13.7％

法学部　法律学科
15,306人
11.4％

経営学部　経営学科
36,120人
27.0％

経済学部　共生社会
経済学部
17人
0.0％

経済学部　経済学科
43,417人
32.4％

文学部　歴史学科
14,068人
10.5％

文学部　キリスト教学科
1,298人
1.0％

大学院
488人
0.6％

他キャンパス
112人
0.1％

工学部
機械知能工学科
22,022人
25.4％

工学部
電気情報工学科
15,700人
18.1％工学部

電子工学科
25,428人
29.8％

工学部
環境建設工学科
23,009人
26.5％

大学院
320人
0.2％

他キャンパス
45人
0.0％

文学部　英文学科
7,829人　5.3％

文学部　キリスト学科
671人　0.5％

教養学部
地域構想学科
13,151人
8.9％

教育学部　情報科学科
28,966人
19.7％

教養学部
言語文化学科
12,024人
8.2％ 法学部

法律学科
14,315人
9.7％

経済学部　経済学科
31,032人
21.1％

文学部　歴史学科
11,113人
7.6％

教養学部
人間科学科
14,359人
9.8％

経営学部　経営学科
5,000人
3.4％

経営学部
共生社会
経済学科
8,281人
5.6％
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２）情報処理センター利用者所属別利用時間

年計３月２月１月１２月１１月１０月９月８月７月６月５月４月
利用者所属

１５０６７：３７：１３８１５：２１：０８７４５：１９：１７１６８３：３８：４０９３２：２５：１７１４８８：２７：４４１２８１：５２：３８１２０９：２０：３９１７７：３７：１７１９０６：４１：２２２１３１：０２：２８１５５６：１６：２７１１３９：３４：１６英文学科

文 学 部

土
樋
キ
ャ
ン
パ
ス

８８２：２２：４５８０：２６：５１２１：３０：１４６４：０８：４１６３：４２：２９６５：０７：１８５４：５９：３８４８：０７：５６２４：０５：４６６９：００：４６１０５：４２：３９６５：２５：４２２２０：０４：４５キリスト教学科
１０８５５：０４：１６２７７：０４：０３４３１：０３：５６１２００：４７：３７６２２：３５：２４９６１：３０：３４８１３：２４：５２７７９：２９：２３１４７：１９：５３１３２３：１３：５９２２６８：２５：５７１１０４：３６：５６９２５：３１：４２歴史学科
２６８０５：０４：１４１１７２：５２：０２１１９７：５３：２７２９４８：３４：５８１６１８：４３：１０２５１５：０５：３６２１５０：１７：０８２０３６：５７：５８３４９：０２：５６３２９８：５６：０７４５０５：１１：０４２７２６：１９：０５２２８５：１０：４３小計
４３４３３：０１：３６１３６９：２６：３０１７８９：２５：２８４４１３：１８：３２３６７０：５５：２０４９５０：２４：５７４４６６：５３：１５４３６９：１６：１７１１６５：３０：３８３９３１：１１：３１６２２９：２７：２７４４２４：１１：５３２６５２：５９：４８経済学科

経済学部 １０：０６：４２０：０４：１３０：００：０００：００：００１：００：１００：００：００１：３３：３３０：１０：２７０：００：００４：１５：３１３：０２：４８０：００：０００：００：００共生社会経済学科
４３４４３：０８：１８１３６９：３０：４３１７８９：２５：２８４４１３：１８：３２３６７１：５５：３０４９５０：２４：５７４４６８：２６：４８４３６９：２６：４４１１６５：３０：３８３９３５：２７：０２６２３２：３０：１５４４２４：１１：５３２６５２：５９：４８小計
３５２７８：１８：１２６８７：１１：０４８２３：３７：３３２４３１：２０：０２３３３１：４８：０４３７８９：２０：２１３９５４：５０：５１４１７３：３６：１５４５３：１７：５４４３３２：０５：５２５５５２：２８：３２３５４３：２１：１７２２０５：２０：２７経営学科経営学部
１２１３５：５６：４１４７０：０４：０８６６６：４１：０６１０８４：２４：３７８７６：２３：３３１４６０：１５：２２１２８０：４６：２８１４０２：４３：２５３８５：４３：１７１０９２：０９：２９１５７９：５０：５２１０３０：５５：３８８０５：５８：４６法律学科法 学 部
１８９１：３６：２５１１４：２７：４９１７５：０２：５１２８０：５０：３９１５５：５７：０１１８４：２９：５０１１６：１０：４９１４５：１９：３９５５：１７：３９１８９：３１：４７２３４：５０：２７１４０：４６：２８９８：５１：２６他キャンパス
２１０４：３０：０３９１：１０：４８８０：５８：２７１２３：４３：１０１５０：４７：３７１９７：１１：４４１７２：４５：３０２３２：２５：２８５３：２６：１７１６４：２６：０７３１６：０５：０６２５９：１７：４０２６２：１２：０９大 学 院
１２１６５８：３３：５３３９０５：１６：３４４７３３：３８：５２１１２８２：１１：５８９８０５：３４：５５１３０９６：４７：５０１２１４３：１７：３４１２３６０：２９：２９２４６２：１８：４１１３０１２：３６：２４１８４２０：５６：１６１２１２４：５２：０１８３１０：３３：１９土樋合計

２１３８９：２５：４３５２６：１１：２７５８３：１５：０８１１３３：３９：５５１１３８：２５：３９２８１３：４７：５３１６９３：４２：２１１１６１：０６：５４３０３：０２：５２４１８２：３７：０８３４８８：２２：５７２８３３：５９：３２１５３１：１３：５７機械知能工学科

工 学 部
多
賀
城
キ
ャ
ン
パ
ス

１３２５４：２４：４４２４４：５６：０９５６０：１７：３９５６１：４７：４７６９７：３３：００８１６：１４：１７９２８：２８：２８６５２：１２：３１４７８：０６：４１２０６５：０４：４４２７３９：１７：０３１８８６：２０：０４１６２４：０６：２１電気情報工学科
２２６６７：０７：５２１８１：５０：３０２９９：０５：１８１５０４：１３：２１１３１０：５６：３９２６３５：３２：４２２６９１：４７：０９１４１９：５０：２２７４６：４５：１１３１３１：５０：２０４３０４：４１：１３２７０１：２４：３６１７３９：１０：３１電子工学科
２２２２８：１８：０２３８１：３７：５３５６１：４７：２０２０９３：０７：３７３６６５：４７：２３２２６３：５３：５６２２０６：１１：４９１４３９：３５：３１２８１：１５：５１２４５２：４９：３７２９９９：１６：１４２５２２：１０：０８１３６０：４４：４３環境建設工学科
７９５３９：１６：２１１３３４：３５：５９２００４：２５：２５５２９２：４８：４０６８１２：４２：４１８５２９：２８：４８７５２０：０９：４７４６７２：４５：１８１８０９：１０：３５１１８３２：２１：４９１３５３１：３７：２７９９４３：５４：２０６２５５：１５：３２小計
１０４：２９：２３７：４３：５４１１：３５：４２８：０６：５５１９：４１：３９５：４３：４９１５：４７：０９１４：３９：４７４：２１：１９１２：０２：４７４：２６：５９０：００：０００：１９：２３他キャンパス
３２１：０４：１７１６：０７：００２５：１０：３３４５：０６：００１２：５３：４９３８：５１：０１３５：２２：０３１３：５５：３４１１：１８：２６４３：０５：３０２８：０３：２２２９：３２：１９２１：３８：４０大 学 院
３３３１.８６８０６７１３５８：２６：５３２０４１：１１：４０５３４６：０１：３５６８４５：１８：０９８５７４：０３：３８７５７１：１８：５９４７０１：２０：３９１８２４：５０：２０１１８８７：３０：０６１３５６４：０７：４８９９７３：２６：３９６２７７：１３：３５多賀城合計

５５８３：３９：４４１３：１２：３６２３：００：３７４２４：３０：１３４０５：１８：０３６１７：００：３２５３２：１３：１４３５９：１８：３７２５：１６：３３６９０：５７：２８１０２５：２７：１８９２５：５１：００５４１：３３：３３英文学科

文 学 部

泉
キ
ャ
ン
パ
ス

３４８：４９：３９１：２０：１３２：３２：０８１９：４５：５７１６：２３：３５１８：５３：２４３６：４２：４９１７：０５：３９０：５９：４９５８：３２：３６６５：２３：４９６１：１６：２２４９：５３：１８キリスト教学科
８２１８：２３：００１７：３４：２９４９：５４：０７６２４：５８：０１３１８：１８：４７７６４：４１：２５１４３９：５５：０５５２８：４９：１９５６：１３：４８１０３９：４３：３８１３６９：５１：４１１２２２：２２：２４７８６：００：１６歴史学科
１４１５０：５２：２３３２：０７：１８７５：２６：５２１０６９：１４：１１７４０：００：２５１４００：３５：２１２００８：５１：０８９０５：１３：３５８２：３０：１０１７８９：１３：４２２４６０：４２：４８２２０９：２９：４６１３７７：２７：０７小計
２８８３８：３８：２７８９：３６：４０１５２：４５：５６２２１０：３８：２６２７３０：２６：０３３３９３：０９：０２４１８４：３２：０４２９４６：１７：１９１４６：４４：０３３９６１：１３：０７４５１８：５６：２０２７９１：３９：４２１７１２：３９：４５経済学科

経済学部 ６５９４：４０：４５２：２８：２７１１：０６：２２２３４：２２：３４４５６：１３：５５７８４：１２：３２８６５：５５：５９８９２：４２：０４３０：２７：２７６６３：５１：１７１０８７：０３：３２９１８：０１：４９６４８：１４：４７共生社会経済学科
３５４３３：１９：１２９２：０５：０７１６３：５２：１８２４４５：０１：００３１８６：３９：５８４１７７：２１：３４５０５０：２８：０３３８３８：５９：２３１７７：１１：３０４６２５：０４：２４５６０５：５９：５２３７０９：４１：３１２３６０：５４：３２小計
３００８：０８：０５２７：５１：００２４：０４：３０２４０：１９：１１２３３：１４：５８４１７：０３：３０４６５：１０：１５３３１：２８：１３８：２０：３１３００：０２：０１４７８：２２：４９２８７：１７：２８１９４：５３：３９経営学科経営学部
１０５８３：２２：４７２０：５４：０８６４：１９：４５８３５：００：１２５００：４７：４８１３９９：４１：２０１４９５：３３：１２１１４６：２６：５１２０：３０：０８８６４：０３：０６２０５５：５６：５３１２５２：０９：１２９２８：００：１２法律学科法 学 部
１１４０８：２３：１５４２：３４：１１７５：２９：４３９８４：４７：１２８７５：３９：３７１３１９：３２：１０１５８４：２６：１９１１１７：１０：３６８６：３５：２４９４５：２１：４９１６８６：５７：２４１２３７：３５：１６１４５２：１３：３４人間科学科

教養学部

８９０９：０７：３８３１：１３：３９７５：４３：３２１００９：１２：１４６３０：１７：５４１１８５：５６：０３１２６０：１０：０５９７１：４５：０７６１：２８：５１８２７：２９：４５１３８３：３２：５３８８５：１３：１７５８７：０４：１８言語文化学科
２２２９８：２８：１０４０：５１：１０８３：２４：１６１５０９：５６：１７１６４２：３８：４３３２２０：０５：３８２８５３：０２：０１１７５２：３８：５１１６７：３２：４２２２２４：４５：４０３６５０：０４：４０２８８１：２８：２９２２７１：５９：４３情報科学科
１０２９７：４２：２３１８：０８：１２３４：２２：４５５７４：４０：２５５１４：０３：１４８５０：３７：５２９２４：５０：３５５９９：４７：１１１２：１１：１９１２７９：４１：４９２２７６：５５：２５１８７６：５２：１８１３３５：３１：１８地域構想学科
５２９１３：４１：２６１３２：４７：１２２６９：００：１６４０７８：３６：０８３６６２：３９：２８６５７６：１１：４３６６２２：２９：００４４４１：２１：４５３２７：４８：１６５２７７：１９：０３８９９７：３０：２２６８８１：０９：２０５６４６：４８：５３小計
８：０１：１４０：５４：０９０：１７：０３０：００：０００：００：０００：００：０００：００：０００：００：０００：００：０００：００：００３：０３：５８０：００：００３：４６：０４他キャンパス
２１６：３３：１７０：００：０００：００：００１５：２１：４３１４：４３：２５２７：００：５４２６：５７：５９１２：５８：３２０：０４：４６１８：３１：５３４７：０３：３９３７：０５：３９１６：４４：４７大 学 院

１１６３１３：５８：２４３０６：３８：５４５９７：００：４４８６８３：３２：２５８３３８：０６：０２１３９９７：５４：２２１５６６９：２９：３７１０６７６：２８：１９６１６：２５：２１１２８７４：１４：０９１９６４８：４０：２１１４３７６：５２：５６１０５２８：３５：１４泉　合　計

３１７９３７：２２：１８５５７０：２２：２１７３７１：５１：１６２５３１１：４５：５８２４９８８：５９：０６３５６６８：４５：５０３５３８４：０６：１０２７７３８：１８：２７４９０３：３４：２２３７７７４：２０：３９５１６３３：４４：２５３６４７５：１１：３６２５１１６：２２：０８総　　計
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２）－１　利用キャンパス毎各学科利用時間割合グラフ

文学部 英文学科
15067：37：13

4.7％

文学部 キリスト教学科
882：22：45
0.3％

文学部 歴史学科
10855：04：16

3.4%

文学部 経済学科
43433：01：36

13.7％

経営学部 経営学科
35278：18：12

11.1％

経営学部 共生社会経済学科
10：06：42
0.0％

法学部 法律学科
12135：56：41

3.8％

大学院
2104：30：03

0.7％

大学院
321：04：17
0.1％

他キャンパス
1891：36：25

0.6％

大学院
216：33：17
0.1％

他キャンパス
8：01：14
0.0％

他キャンパス
104：29：23
0.0％

文学部 英文学科
5583：39：44

1.8％

文学部 キリスト教学科
348：49：39
0.1％

文学部 歴史学科
8218：23：00

2.6％

経済学部 経済学科
28838：38：27

9.1％

経済学部 共生社会経済学科
6594：40：45

2.1％

経済学部 経営学科
3008：08：05

0.9％

法学部 法律学科
10583：22：47

3.3％

教養学部 人間科学科
11408：23：15

3.6％

教養学部 言語文化学科
8909：07：38

2.8％

教養学部 情報科学科
22298：28：10

7.0％

教養学部 地域構想学科
10297：42：23

3.2％

工学部 機械知能工学科
21389：25：43

6.7％

工学部 電気情報工学科
13254：24：44

4.2％

工学部 電子工学科工学部
22667：07：52

7.1％

工学部 環境建設工学科
22228：18：02

7.0％

土樋キャンパス
121658：33：53

38.3％

多賀城キャンパス
79964：50：01

25.2％

泉キャンパス
116313：58：24

36.6％
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２）－２　土樋キャンパス　各学科利用時間割合グラフ

２）－３　多賀城キャンパス　各学科利用時間割合グラフ

２）－４　泉キャンパス　各学科利用時間割合グラフ

大学院
2,104:30:03
1.7%

他キャンパス
1,891:36:25
1.6%

文学部
英文学科

15,067:37:13
12.4%

法学部　法律学科
12,135:56:41
10.0%

経営学部　経営学科
35,278:18:12
29.0%

経済学部　共生社会
経済学部
10:06:42
0.0%

経済学部　経済学科
43,433:01:36
35.7%

文学部
歴史学科

10,855:04:16
8.9%

文学部　キリスト教学科
882:22:45
0.7%
           

大学院
321:04:17
0.4%     

他キャンパス
104:29:23
0.1%

工学部
機械知能工学科
21,389:25:43
26.7%

工学部
電気情報工学科
13,254:24:44
16.6%工学部

電子工学科
22,667:07:52
28.3%

工学部
環境建設工学科
22:228:18:02
27.8%

大学院
216：33：17
0.2％

他キャンパス
8：01：14
0.0％

文学部　英文学科
5,583:39:44
4.8%

文学部　キリスト学科
348:49:39　0.3%

教養学部　地域構想学科
10,297：42：23

8.9％

教育学部
情報科学科
22,298：28：10
19.2％

教養学部
言語文化学科
8,909：07：38
7.7％ 法学部

法律学科
10,583：22：47

9.1％

経済学部　経済学科
28,838：38：27
24.8％

文学部　歴史学科
8,218：23：00
7.1％

教養学部　人間科学科
11,408：23：15

9.8％

経営学部　経営学科
3,008：08：05
2.6％

経営学部
共生社会
経済学科

6,594：40：45
5.7％
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（３）授業科目名

土樋情報処理センター

履修者数前期／後期年開講学科担当教員講　　　義　　　名

４１１英文学科（夜間主）小　野　　　静コンピュータ科学

１６１１英文学科（夜間主）小　野　　　静コンピュータ演習

１４１１英文学科（夜間主）大　野　芳　希コンピュータ演習

３５４４英文学科野　口　元　康英語Ⅱ

４４４４英文学科（夜間主）箭　川　　　修翻訳実践Ⅰ

４４４４英文学科（夜間主）箭　川　　　修翻訳実践Ⅱ

７３３３歴史学科佐　藤　義　則歴史研究とコンピュータ

２５３３経済学科ア レ イ , W .演習

３１３３経済学科菊　地　登志子経済モデル・シミュレーション

２０４４経済学科ア レ イ , W .演習

９１１経済学科（夜間主）岡　崎　　　匡情報リテラシー

４１１経済学科（夜間主）岡　崎　　　匡情報リテラシー

１２３３経済学科（夜間主）菊　地　登志子経済モデル・シミュレーション

４２３３
経営学科折　橋　伸　哉

村　山　貴　俊
目　代　武　史

総合講座Ⅰ

５０３３
経営学科折　橋　伸　哉

村　山　貴　俊
目　代　武　史

総合講座Ⅱ

８１３３経営学科斎　藤　晋　一商品学実習

１１３３経営学科木　谷　徳　智経営情報論

３２３３経営学科（夜間主）谷　内　正　文数量ファイナンス・経営統計

２１４４法律学科高　木　龍一郎演習二部

１８－－法務研究科遠　藤　隆　幸法情報調査

９９４４英文学科・歴史学科石　垣　久四郎情報検索演習

１７２４４英文学科・歴史学科佐　藤　義　則図書館特論

２７４４英文学科・歴史学科石　垣　久四郎情報メディアの活用

６２２経済学科稲　垣　　　忠教育方法

７３３経済学科・経営学科吉　川　　　清教科教育研究Ⅰ（商業）

２３３経済学科・経営学科（夜間主）吉　川　　　清教科教育研究Ⅰ（商業）

７３３経済学科・経営学科吉　川　　　清教科教育研究Ⅲ（商業）

２３３経済学科・経営学科（夜間主）吉　川　　　清教科教育研究Ⅲ（商業）

３３３経済学科大　山　芳　宏教科教育研究Ⅲ（社会・公民）

６８４４経済学科・経営学科吉　川　　　清職業指導

１１４４経済学科・経営学科（夜間主）吉　川　　　清職業指導
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多賀城情報処理センター

履修者数前期／後期年開講学科担当教員講　　　義　　　名

３６前期１機械知能工学科魚　橋　慶　子コンピュータ基礎

３６前期１機械知能工学科小　野　憲　文コンピュータ基礎

３７前期１機械知能工学科長　島　慎　二コンピュータ基礎

３７前期１機械知能工学科大　友　鉄　平コンピュータ基礎

１５２前期１電子工学科嶋　　　敏　之コンピュータ基礎

５０前期１環境建設工学科中　村　寛　治コンピュータ基礎

５１前期１環境建設工学科宮　内　啓　介コンピュータ基礎

８３通年２電気情報工学科・電子工学科風　斗　博　之英語Ⅱ

６９前期１機械知能工学科熊　谷　正　朗フレッシュマンセミナー

５７後期１機械知能工学科鈴　木　利　夫コンピュータ応用

３９後期１機械知能工学科大　友　鉄　平コンピュータ応用

１３２前期２機械知能工学科梅　津　　　実プログラミング

７６前期３機械知能工学科小　野　憲　文数値熱流体工学

１２後期３機械知能工学科伊　達　秀　文数値材料工学

９５前期３電気情報工学科岩　本　正　敏情報処理システム

２０前期３電気情報工学科呉　　　国　紅数値解析法

２５前期３電気情報工学科吉　川　英　機数値解析法

６９前期４電気情報工学科岩　本　正　敏コンピュータネットワーク演習

６６前期４電気情報工学科岩　本　正　敏ロボット工学

８１通年４電気情報工学科岩　谷　二三夫電気機械設計製図

１５３後期１電子工学科加　藤　和　夫コンピュータ演習Ⅰ

１０９前期２電子工学科嶋　　　敏　之コンピュータ演習Ⅱ

９６後期２電子工学科鈴　木　仁　志プログラミング

７５前期３電子工学科加　藤　和　夫計測情報処理

１００前期３電子工学科志子田　有　光電気電子応用計測

７９後期３電子工学科淡　野　照　義数値解析シミュレーション

１００後期１環境建設工学科石　川　雅　美フレッシュマンセミナー

１２４後期２環境建設工学科石　川　雅　美プログラミング演習Ⅱ

１３２前期３
環境建設工学科杉　田　美　樹

佐々木　こずえ
千　坂　　　孝

CAD演習

１２０後期３環境建設工学科石　川　雅　美環境建設工学設計製図

６６後期３環境建設工学科中　沢　正　利数値解析演習

１６前期４環境建設工学科石　川　雅　美FEM演習

７４前期４電気情報工学科・電子工学科大　場　佳　文コンピュータグラフィックス

３１前期２工学部稲　垣　　　忠教育方法

２前期３電子工学科吉　川　　　清教科教育研究Ⅰ（情報）

２後期３電子工学科吉　川　　　清教科教育研究Ⅲ（情報）
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泉情報処理センター

履修者数前期／後期年開講学科担当教員講　　　義　　　名

３９前期１英文学科小　畑　征二郎コンピュータ演習

４７前期１英文学科川　田　徳　明コンピュータ演習

４８前期１英文学科小　畑　征二郎コンピュータ演習

４０後期１英文学科早　坂　明　夫コンピュータ演習

５０後期１英文学科松　尾　行　雄コンピュータ演習

２８後期１英文学科・歴史学科川　田　徳　明基礎コンピュータB

６３前期１キリスト教学科・歴史学科早　坂　明　夫コンピュータ演習

６８前期１キリスト教学科・歴史学科小　畑　征二郎コンピュータ演習

６２後期１キリスト教学科・歴史学科三　宅　章　吾コンピュータ演習

６９後期２歴史学科七　海　雅　人就職の基礎

８３後期２歴史学科七　海　雅　人就職の基礎

６６前期１法律学科大　野　芳　希コンピュータ演習

５９前期１法律学科坪　田　博　明コンピュータ演習

６０前期１法律学科佐　藤　　　篤コンピュータ演習

６２後期１法律学科早　坂　明　夫コンピュータ演習

５９後期１法律学科坪　田　博　明コンピュータ演習

６４後期１法律学科川　田　徳　明コンピュータ演習

８５前期１教養学部稲　垣　　　忠基礎コンピュータA

６４前期１教養学部風　斗　博　之基礎コンピュータA

９９前期１教養学部尾　谷　昌　則基礎コンピュータA

６９前期１教養学部三　宅　章　吾基礎コンピュータA

３８前期１教養学部門　間　俊　明基礎コンピュータA

３３前期１教養学部尾　谷　昌　則基礎コンピュータA

３７前期１教養学部岸　　　浩　介基礎コンピュータA

１００前期１教養学部谷田部　武　男基礎コンピュータA

７３後期１教養学部中　川　清　和基礎コンピュータB

９７後期１教養学部岡　安　隆　照基礎コンピュータB

６８後期１教養学部宮　城　豊　彦基礎コンピュータB

８４後期１教養学部大　野　芳　希基礎コンピュータB

４４後期１教養学部三　宅　章　吾基礎コンピュータB

６２後期１教養学部菊地立・高野岳彦基礎コンピュータB

１００後期１教養学部稲　垣　　　忠基礎コンピュータB

３３通年１経済学科野　口　元　康英語ⅠＡ

３８通年１経営学科野　口　元　康英語ⅠＡ

４５通年１経営学科野　口　元　康英語ⅠＢ
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履修者数前期／後期年開講学科担当教員講　　　義　　　名

７０通年１法律学科陶　久　利　彦英語Ⅰ

４８通年１人間科学科野　口　元　康英語Ⅰ

４３通年２情報科学科風　斗　博　之英語Ⅱ

５３前期２歴史学科佐　藤　義　則コンピュータ技術の基礎

３２前期２歴史学科佐　藤　義　則コンピュータ技術の基礎

３４通年１経済学科金　森　吉　成情報リテラシー

３３通年１経済学科鈴　木　秀　顕情報リテラシー

３５通年１経済学科金　森　吉　成情報リテラシー

２７通年１経済学科鈴　木　秀　顕情報リテラシー

２４通年１経済学科石　田　裕　貴情報リテラシー

３５通年１経済学科佐　藤　　　健情報リテラシー

３０通年１経済学科石　田　裕　貴情報リテラシー

３４通年１経済学科佐　藤　　　健情報リテラシー

３０通年１経済学科庄　子　　　哲情報リテラシー

３３通年１経済学科富　岡　武　志情報リテラシー

３５通年１経済学科庄　子　　　哲情報リテラシー

３０通年１経済学科富　岡　武　志情報リテラシー

３４通年１経済学科糟　谷　昌　志情報リテラシー

３１通年１経済学科菊　地　登志子情報リテラシー

１２通年１経済学科高　橋　晶　子情報リテラシー

９通年１共生社会経済学科物　部　寛太郎情報リテラシー

１５通年１共生社会経済学科吉　葉　恭　行情報リテラシー

２４通年１共生社会経済学科物　部　寛太郎情報リテラシー

３１通年１共生社会経済学科吉　葉　恭　行情報リテラシー

５通年１共生社会経済学科糟　谷　昌　志情報リテラシー

１５後期１経営学科斎　藤　晋　一基礎演習

４５通年２経営学科斎　藤　晋　一総合演習

２５前期２法律学科澤　野　和　博基礎演習Ⅱ

４４後期３教養学部風　斗　博　之対照言語学

８１前期２人間科学科大竹・加藤・櫻井心理実験実習

８１後期２人間科学科小林・堀毛・吉田（綾）心理実験実習

２１後期２人間科学科片瀬・久慈・仙田社会調査実習

５９後期３人間科学科加　藤　健　二心理学研究法Ｂ

５０通年１言語文化学科風　斗　博　之英語音声学

６８前期２情報科学科塚 本 ・ 菅 原プログラミング初級



５６

情
報
処
理
セ
ン
タ
ー
報
告

（
平
成
　
年
度
デ
ー
タ
）　

21

履修者数前期／後期年開講学科担当教員講　　　義　　　名

６７前期２情報科学科松澤・松尾・相川プログラミング初級

６１後期２情報科学科塚 本 ・ 菅 原プログラミング中級

６５後期２情報科学科相 川 ・ 杉 浦プログラミング中級

９７後期２情報科学科松　澤　　　茂プログラム言語論

６３前期３情報科学科早　坂　明　夫マルチメディアシステム論

６６通年３情報科学科菅 原 ・ 松 澤プログラミング上級

６７前期３情報科学科菅　原　　　研画像処理論

５３前期３情報科学科松　澤　　　茂データベースシステム

４４後期３情報科学科洲之内　長一郎確率・統計

５１後期３情報科学科小　畑　征二郎アーキテクチャ設計

２７前期４情報科学科小　畑　征二郎コンピュータグラフィクス技法

２１後期４情報科学科中　川　清　和数式処理論

２２前期１地域構想学科高　野　岳　彦地域構想学基礎実習

１２５前期１地域構想学科菊　地　　　立基礎気象学

２２後期１地域構想学科高　野　岳　彦地域構想学基礎実習

３５前期２地域構想学科高　野　岳　彦地域構想発展実習

７７前期２地域構想学科高　野　岳　彦地域情報解析

３５後期２地域構想学科高　野　岳　彦地域構想発展実習

１０６前期２教養学部中　川　清　和コンピュータグラフィクス入門

６１後期２教養学部渡　部　　　敏コンピュータグラフィクス入門

１２３後期３教養学部風　斗　博　之言語と情報処理
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（４）時間割表

土樋情報処理センター

３校時
（１３：００～１４：３０）

２校時
（１０：５０～１２：２０）

１校時
（８：５０～１０：２０）教室

後期前期後期前期後期前期

811（４５）

月
812（４５）

813（３３）

経済モデル・シミュレーション814（３３）

歴史研究とコンピュータ
法情報調査811（４５）

火
812（４５）

813（３３）

814（３３）

811（４５）

水
812（４５）

813（３３）

814（３３）

総合講座Ⅱ
総合講座Ⅰ811（４５）

木
812（４５）

813（３３）

演習二部814（３３）

商品学実習811（４５）

金
812（４５）

813（３３）

図書館特論814（３３）

811（４５）

土
812（４５）

813（３３）

数量ファイナンス・経営統計814（３３）
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７校時
（１９：４０～２１：１０／水曜２０：００～２１：３０）

６校時
（１８：００～１９：３０）

５校時
（１６：２０～１７：５０）

４校時
（１４：４０～１６：１０）

後期前期後期前期後期前期後期前期

職業指導

教科教育研究Ⅱ教科教育研究Ⅰ職業指導

演習

商品学実習

職業指導教科教育研究Ⅱ教科教育研究Ⅰ

経済モデル・シミュレーション現代アジア論演習

翻訳実践Ⅱ翻訳実践Ⅰ

教育方法経営情報論

英語Ⅱ

教科教育研究Ⅱ

情報リテラシー情報リテラシー

商品学実習
情報検索演習情報検索演習

コンピュータ演習コンピュータ科学

コンピュータ演習情報メディアの活用
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多賀城情報処理センター

２校時
（１０：５０～１２：２０）

１校時
（８：５０～１０：２０）教室

後期前期後期前期

英語Ⅱコンピュータ演習Ⅱ第１演習室（７０）

月

コンピュータグラフィックス情報処理システム第２演習室（８０）

数値材料工学コンピュータ演習Ⅱ第１演習室（７０）

火

情報処理システム第２演習室（８０）

プログラミング

第１演習室（７０）

水

ＦＥＭ演習第２演習室（８０）

コンピュータ基礎第１演習室（７０）

木

コンピュータ基礎第２演習室（８０）

電気電子応用計測第１演習室（７０）

金

第２演習室（８０）

ＣＡＤ演習

教科教育研究Ⅲ（情報）教科教育研究Ⅰ（情報）第１演習室（７０）

土

教育方法第２演習室（８０）
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５校時
（１６：２０～１７：５０）

４校時
（１４：４０～１６：１０）

３校時
（１３：００～１４：３０）

後期前期後期前期後期前期

数値解析法数値解析演習ロボット工学英語Ⅱ

コンピュータ演習Ⅰコンピュータ基礎コンピュータ演習Ⅰコンピュータ基礎数値解析シミュレーションコンピュータネットワーク演習

コンピュータ基礎

環境建設工学設計製図プログラミング環境建設工学設計製図計測情報処理

フレッシュマンセミナーコンピュータ基礎

コンピュータ基礎

電気機械設計製図コンピュータ基礎

フレッシュマンセミナープログラミング演習Ⅱ

コンピュータ応用

環境建設工学設計製図環境建設工学設計製図

コンピュータ応用数値熱流体工学数値解析法
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泉情報処理センター

２校時
（１０：５０～１２：２０）

１校時
（８：５０～１０：２０）

後期前期後期前期

５３１
第７コンピュータ室（５０） 

月

コンピュータ演習コンピュータ演習５３２
第６コンピュータ室（１００）

５３３
第４コンピュータ室（２５） 

英語IA５３４
第３コンピュータ室（７０） 

５３６
第１コンピュータ室（７０） 

５３１
第７コンピュータ室（５０） 

火

基礎コンピュータB基礎コンピュータA言語と情報処理基礎気象学５３２
第６コンピュータ室（１００）

５３３
第４コンピュータ室（２５） 

コンピュータ演習５３４
第３コンピュータ室（７０） 

基礎コンピュータB基礎コンピュータA５３６
第１コンピュータ室（７０） 

情報リテラシー英語音声学５３１
第７コンピュータ室（５０） 

水

コンピュータグラフィクス入門画像処理論基礎コンピュータA５３２
第６コンピュータ室（１００）

５３３
第４コンピュータ室（２５） 

情報リテラシーコンピュータ演習５３４
第３コンピュータ室（７０） 

確立・統計コンピュータ演習プログラミング上級５３６
第１コンピュータ室（７０） 

情報リテラシー５３１
第７コンピュータ室（５０） 

木

基礎コンピュータB５３２
第６コンピュータ室（１００）

地域構想発展実習地域構想発展実習５３３
第４コンピュータ室（２５） 

コンピュータ演習コンピュータ演習コンピュータ演習５３４
第３コンピュータ室（７０） 

情報リテラシー５３６
第１コンピュータ室（７０） 

情報リテラシー情報リテラシー５３１
第７コンピュータ室（５０） 

金

就職の基礎コンピュータ技術の基礎コンピュータグラフィクス入門５３２
第６コンピュータ室（１００）

５３３
第４コンピュータ室（２５） 

英語Ⅰ５３４
第３コンピュータ室（７０） 

情報リテラシー情報リテラシー５３６
第１コンピュータ室（７０） 

５３１
第７コンピュータ室（５０） 

土

基礎コンピュータB基礎コンピュータA基礎コンピュータA５３２
第６コンピュータ室（１００）

５３３
第４コンピュータ室（２５） 

５３４
第３コンピュータ室（７０） 

５３６
第１コンピュータ室（７０） 
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５校時
（１６：２０～１７：５０）

４校時
（１４：４０～１６：１０）

３校時
（１３：００～１４：３０）

後期前期後期前期後期前期

対象言語学地域構想学基礎実習地域構想学基礎実習

心理学研究法B基礎コンピュータBコンピュータ演習マルチメディアシステム論

地域構想学基礎実習地域構想学基礎実習

プログラミング中級プログラミング初級プログラミング中級プログラミング初級英語IA

プログラミング中級プログラミング初級プログラミング中級プログラミング初級

情報リテラシー情報リテラシー英語Ⅱ

心理実験実習心理実験実習基礎コンピュータB基礎コンピュータA

コンピュータ演習コンピュータ演習

情報リテラシー情報リテラシー基礎コンピュータB基礎コンピュータA

総合演習情報リテラシー

プログラム言語論基礎コンピュータA基礎演習

コンピュータグラフィックス技法数式処理論基礎演習Ⅱ

英語Ⅰ情報リテラシー

アーキテクチャ設計データベースシステム基礎演習

情報リテラシー

コンピュータ演習コンピュータ演習

地域構想発展実習地域構想発展実習

コンピュータ演習

情報リテラシー

情報リテラシー情報リテラシー

地域情報解析基礎コンピュータB就職の基礎コンピュータ技術の基礎

社会調査実習社会調査実習英語IB

情報リテラシー情報リテラシー
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5．2　各種会議報告

（１）情報処理センター委員会

（２）所員会議

土樋情報処理センター

議　　　　　題場　　　所日　　　時

報告
　１）平成２０年度第３回情報処理センター委員会議事

録（案）
　２）平成２１年度情報処理センター委員会委員につい

て
　３）情報処理センター新システムの稼働について
議題
　１）自己点検・評価小委員会の設置について

土樋キャンパス
８号館３階　第１会議室

平成２１年４月３０日
１１時００分～１１時３０分

議題
　１）自己点検・評価報告書について

土樋キャンパス
８号館３階　第１会議室

平成２１年６月２２日
１５時００分～１６時００分

議題
　１）平成２１年度補正予算について
　２）平成２２年度当初予算について

土樋キャンパス
８号館３階　第３会議室

平成２１年１１月２６日
１１時００分～１２時００分

議　　　　　題場　　　所日　　　時

報告
　１）システム２００９プロジェクト進捗状況について
　２）迷惑メール対策（SPAM Block）サービス変更

について
　３）その他
議題
　１）システム更新に伴うプロモーションについて
　２）その他 

土樋キャンパス
８号館１階　情報処理事務室

平成２１年４月１０日
１１時００分～１１時３０分

報告
　１）情報処理センター委員会委員について
　２）平成２１ 年度予算について
　３）システム２００９ プロジェクト進捗状況について
　４）情報処理センター委員会の開催について
議題
　１）システム２００９ 検収について

土樋キャンパス
８号館３階　第１会議室

平成２１年４月２４日
１１時００分～１１時２０分

報告
　１）システム２００９ 検収について
　２）システム２００９ 定例会について
　３）リモートファイルアクセスサービスについて
　４）その他
議題
　１）（土樋）情報処理センターの現状と将来計画のあ

り方について
　２）その他

土樋キャンパス
８号館３階　第１会議室

平成２１年６月１６日
１１時００分～１２時２０分
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多賀城情報処理センター

泉情報処理センター

報告
　１）システム２００９ 定例会について
　２）システム２００９ 広報について
　３）土樋情報処理センターホームページおよび利用

の手引きについて
　４）その他
議題
　１）（土樋）情報処理センターの現状と将来計画のあ

り方について
　２）その他

土樋キャンパス
８号館３階　第１会議室

平成２１年７月１４日
１０時００分～１０時２０分

報告
　１）システム２００９定例会について
　２）システム２００９広報について
　３）情報処理センター年報について
　４）その他
議題
　１）平成２１年度補正・平成２２年度予算編成について
　２）その他

土樋キャンパス
８号館３階　第１会議室

平成２１年１０月２０日
１０時００分～１１時００分

報告
　１）システム２００９定例会について
　２）その他
議題
　１）平成２１年度補正・平成２２年度予算申請について
　２）その他

土樋キャンパス
８号館３階　第１会議室

平成２１年１１月１７日
１０時００分～１１時００分

議　　　　　題場　　　所日　　　時

　１）平成２１年度補正予算について
　２）平成２２年度予算について
　３）その他

多賀城キャンパス
２号館３階　情報処理事務室

平成２１年１１月１９日
１４時００分～１５時００分

議　　　　　題場　　　所日　　　時

　１）平成２１年度補正予算について
　２）平成２２年度予算について
　３）その他

泉キャンパス
５号館３階　資料準備室

平成２１年１１月２４日
１２時２０分～１２時５０分
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5．3　センター見学者
土樋情報処理センター

多賀城情報処理センター

該当無し

泉情報処理センター

人数団体名見学日

６村田第一中学校平成２１年４月２４日１

１７河北中学校平成２１年５月２１日２

１８新庄市立日新中学校平成２１年１０月９日３

５舟形中学校平成２１年１１月１２日４

１０涌谷高等学校平成２１年１２月３日５

人数団体名見学日

７３NUA学術情報システム研究会平成２１年１０月３０日１



６７

平
成
　
年
度
　
　
　
　
　
　
　

22

情
報
処
理
セ
ン
タ
ー
運
営
組
織

6．平成22年度情報処理センター運営組織

6．1　組織図

（１） 教学組織図

（２）事務組織図

学校法人
東北学院

東北学院大学

東北学院高等学校

東北学院榴ヶ岡高等学校

東北学院中学校

東北学院幼稚園

大学院

学部

宗教部

図書館 情報処理センター委員会

研究所

各種センター
東北学院大学
情報処理センター

学校法人
東北学院

東北学院大学

法人事務局

東北学院高等学校

東北学院榴ヶ岡高等学校

東北学院中学校

東北学院幼稚園

情報システム部 情報システム課

泉
情報処理センター

土　樋
情報処理センター

多賀城
情報処理センター
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6．２　情報処理センター委員会名簿

平成２２年４月１日現在　　　　　　

役　　職氏　　名

情報システム部長

情報システム副部長（文学部）

情報システム副部長（経済学部）

情報システム副部長（経営学部）

情報システム副部長（法学部）

情報システム副部長（工学部）

情報システム副部長（教養学部）

センター所員（文学部）

センター所員（経済学部）

センター所員（経営学部）

センター所員（法学部）

センター所員（工学部）

センター所員（教養学部）

法人事務局（庶務課長）

法人事務局（広報課長）

法人事務局（財務課長）

大学（総務部長兼次長）

大学（総務部次長）

大学（総務部次長）

大学（総務課長）

大学（教務課長）

大学（学生課長）

大学（施設課長）

大学（情報システム課長）

松 澤　 茂

佐 藤 義 則

アレイ　ウィルソン

井 上 普 就

黒 野 葉 子

宮 下 博 理

関 口　 健

箭 川　 修

篠 崎　 剛

井 上 普 就

黒 野 葉 子

吉 川 英 機

稲 垣　 忠

齋 藤 英 夫

折 原　 清

駒 板 高 明

日 野　 哲

齋 藤　 淳

佐 藤 光 男

門 脇 邦 知

丹 野 光 雄

石 井 勝 雄

佐 藤　 順

伊 藤 秀 夫
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6．3　情報処理センター構成員名簿

平成２２年４月１日現在

任　期発　令学　部氏　　　名

平成２４年３月３１日平成２２年４月１日教養学部松澤　　茂センター長

平成２４年３月３１日

平成２４年３月３１日

平成２４年３月３１日

平成２２年４月１日

平成２２年４月１日

平成２２年４月１日

文 学 部

工 学 部

教養学部

佐 藤　 義 則

宮 下　 博 理

松 澤　 　 茂

土樋情報処理センター

多賀城情報処理センター

泉情報処理センター

主　任

平成２４年３月３１日

平成２３年３月３１日

平成２４年３月３１日

平成２３年３月３１日

平成２２年４月１日

平成２１年４月１日

平成２２年４月１日

平成２１年４月１日

文 学 部

経済学部

経営学部

法 学 部

箭 川　 　 修

篠 崎　 　 剛

井 上　 普 就

黒 野　 葉 子

土樋情報処理センター

所　員
平成２４年３月３１日平成２２年４月１日工 学 部吉 川　 英 機多賀城情報処理センター

平成２４年３月３１日平成２２年４月１日教養学部稲 垣　 　 忠泉情報処理センター

加 藤　 正 勝

高 橋　 秀 之

新 野　 幸 子

早 坂　 友 行

土樋情報処理センター

職　員
熊 谷　 丈 晃

鈴 木　 慶 明

日 野　 　 望

多賀城情報処理センター

泉　 亜 紀 子

坂 本　 尚 彦

桜 井　 宏 行

泉情報処理センター
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7．東北学院大学情報処理センター各種利用規程

7．1　東北学院大学情報処理センター委員会規程

平成１９年４月１日制定

（趣旨）

第１条　この規程は、東北学院大学情報処理センター委員会（以下「委員会」という。）の組織および運営について必

要な事項を定める。

（目的）

第２条　委員会は東北学院大学情報処理センター（以下「センター」という。）の運営に関する基本方針、その他重要

事項を審議する。

（組織）

第３条　委員会は次の委員をもって構成する。

（１）情報システム部長

（２）情報システム副部長

（３）センター所員

（４）法人事務局職員　庶務課長、広報課長及び財務課長

（５）大学事務職員　総務部次長、総務部次長（多賀城キャンパス担当）、総務部次長（泉キャンパス担当）、総務

課長、教務課長、学生課長、施設課長及び情報システム課長

２　委員長は情報システム部長とする。

（審議事項）

第４条　委員会は次の事項を審議する。

（１）センターの事業および予算・決算

（２）その他、センターの運営に関して委員会が必要と認めた事項

（委員の委嘱）

第５条　委員の委嘱は大学長がこれを行う。

（任期）

第６条　委員の任期は２年とする。ただし、再任を妨げない。

（委員会）

第７条　委員会は委員長がこれを招集し、議長となる。

２　委員会は、必要に応じて委員以外の関係者の出席を求め、意見を聞くことができる。

（センターの管理運営）

第８条　センターの管理運営は、東北学院大学情報処理センター規程の定めるところによる。

（事務の所管）

第９条　委員会の事務は、情報システム課が行う。

（規程の改廃）

第10条　この規程の改廃は委員会の発議により、学部教授会及び全学教授会の議を経て理事会がこれを行う。

附　則

１　この規程は、平成19（2007）年４月１日から施行する。

２　東北学院大学情報システム委員会規程は、これを廃止する。
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7．2　東北学院大学情報処理センター規程

平成２年６月１日制定

改正　　　平成７年４月１日　　　平成１６年４月１日　　　平成１９年４月１日

（設置）

第１条　東北学院大学（以下「大学」という。）に情報処理センター（以下「センター」という。）を置く。

（趣旨）

第２条　この規程は、東北学院大学情報処理センター委員会規程第８条にもとづき、センターの組織および運営につ

いて必要な事項を定める。

（施設）

第３条　センターの情報処理施設は次の場所に設置する。

（１）東北学院大学土樋キャンパス（仙台市青葉区土樋一丁目３番１号）

（２）東北学院大学多賀城キャンパス（多賀城市中央一丁目13番１号）

（３）東北学院大学泉キャンパス（仙台市泉区天神沢二丁目１番３号）

２　前項各号の施設の名称は以下のとおりとする。

（１）東北学院大学土樋情報処理センター

（２）東北学院大学多賀城情報処理センター

（３）東北学院大学泉情報処理センター

（目的）

第４条　センターは、学術研究のための情報処理を行うことによって教育・研究の推進に寄与することを目的とする。

（組織）

第５条　センターに次の職員を置く。

（１）センター長　１名

（２）主任　各キャンパスに１名ずつ

（３）所員　各学部から１名

（４）事務職員　若干名

（センター長）

第６条　センター長は、情報システム部長がこれにあたり、大学長が委嘱する。

２　センター長はセンターに関する業務を統括する。

３　センター長の任期は２年とする。ただし、再任を妨げない。

（主任）

第７条　主任は、情報システム部長または副部長がこれにあたり、大学長が委嘱する。

２　主任はセンター長を補佐し、各キャンパスに設置した情報処理施設に関する業務を統括する。

３　主任の任期は２年とする。ただし、再任を妨げない。

（所員）

第８条　所員は大学の教育職員からセンター長の推薦により大学長がこれを委嘱する。

２　所員の任期は２年とする。ただし再任を妨げない。

（事務職員）

第９条　事務職員はセンターの目的遂行のために必要な一般事務、ならびに技術的諸業務を行う。

（利用規則）

第10条　センターの利用規則は別に定める。
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（規程の改廃）

第11条　この規程の改廃は、情報システム委員会の議を経て理事会がこれを行う。

附　則

この規程は、平成２年６月１日から施行する。

附　則

この規程は、平成７（1995）年４月１日から施行する。

附　則

この規程は、平成16（2004）年４月１日から施行する。

附　則

この規程は、平成19年（2007）年４月１日から施行する。

7．3　東北学院大学情報処理センター利用規則

平成２年６月１日施行

改正　　　平成１６年４月１日

（利用の資格）

第１条　東北学院大学情報処理センター（以下「センター」という）を利用することができる者は、次のいずれかに

該当する者とする。

（１）東北学院の専任職員

（２）東北学院大学の院生・学生

（３）その他、東北学院大学情報処理センター長（以下「センター長」という）が適当と認めた者

（利用の申請）

第２条　センターを利用する者は、センター所定の利用申請書をセンター長に提出し、その承認を得なければならな

い。ただし、第１条第２号に該当する者は、原則として指導教員が申請者となる。

（利用の方法）

第３条　センターの利用については、センター長の指示に従うものとする。

（利用の停止）

第４条　利用者が本規則に従わない場合は、センター長がその者の利用を停止することがある。

（利用報告書の提出）

第５条　利用者はセンター長から報告を求められたときは、速やかに利用報告書をセンター長に提出しなければなら

ない。

（規則の改廃）

第６条　この規則の改廃は情報システム委員会が行う。

附　則

１　この規程は、平成２年６月１日から施行する。

２　東北学院情報処理センター利用規則は、これを廃止する。

附　則

この規則は、平成16（2004）年４月１日から施行する。
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７５

編集後記

多くの方々のご協力のもと、「東北学院大学情報処理センター年報　第８号」（以下、年報）を

発刊することができました。

昨年４月のシステム更新から１年が経過し、各情報処理センターの新システムへの移行も円滑

に終了し、各学科における講義や、各種レポート類の作成、研究データの取りまとめ作業等、様々

な場面で積極的に活用されています。

さて、年報においては、今号からの試みとして、教育現場での利用事例紹介をこれまでの概要

的な講義内容紹介から、より具体的な紹介記事を数本に絞って掲載することといたしました。こ

れにより、各種図、写真等のデータも含めた、より講義内容のイメージを直感的に感じられやす

い内容とすることができたものと考えております。

最後に、今号発行にあたり短期間にも関わらず、寄稿文や講義内容の執筆にご快諾いただいた

教員の皆様、編集作業に尽力いただいた編集スタッフ関係者の皆様に心より御礼申し上げ、結び

とさせていただきます。

（編集委員ならび編集事務スタッフ）

編　集　長　　　　教養学部教授　　松澤　　茂

編 集 委 員　　　　文学部教授　　佐藤　義則

編 集 委 員　　　　工学部准教授　　宮下　博理

編集事務スタッフ　　　　情報システム課

　　　　　　　　　　課長補佐　　　加藤　正勝

　　　　　　　　　　課長補佐　　　日野　　望

　　　　　　　　　　係　　長　　　桜井　宏行

　　　　　　　　　　係　　長　　　早坂　友行

　　　　　　　　　　課　　員　　　高橋　秀之　　武蔵　幸子　　熊谷　丈晃

　　　　　　　　　　　　　　　　　鈴木　慶明　　近藤亜紀子　　坂本　尚彦

　　　　　　　　　　　　　　　　　（順不同）

平成２２年８月３１日　東北学院大学情報処理センター年報　第８号
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●交通案内（アクセスマップ）

●土樋キャンパス

（文・経済・経営・法学部３，４年次および夜間主）

土樋情報処理センター

〒９８０－８５１１

仙台市青葉区土樋一丁目３番１号

電話（０２２）－２６４－６５０２　FAX（０２２）－２６４－６３４８

URL　http://www.tscc.tohoku-gakuin.ac.jp/

●多賀城キャンパス

（工学部）

多賀城情報処理センター

〒９８５－８５３７

多賀城市中央一丁目１３番１号

電話（０２２）－３６８－１１００　FAX（０２２）－368－9011

URL　http://www.tjcc.tohoku-gakuin.ac.jp/

●泉キャンパス

（文・経済・経営・法学部１，２年次および教養学部）

泉情報処理センター

〒９８１－３１９３

仙台市泉区天神沢二丁目１番１号

電話　（０２２）－３７５－１１８１

URL　http://www.izcc.tohoku-gakuin.ac.jp/center/

東
北
自
動
車
道
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